
【
注
釈
】

　
　
『
古
本
説
話
集 

全
注
釈
』 

長（
は
つ
せ
で
ら
さ
ん
け
い
の
を
と
こ
、あ
ぶ
を
も
ち
て
だ
い
か
う
じ
に
か
ふ
る
こ
と
）

谷
寺

詣
男
、
以
蝱
替
大
柑
子
事
（
第
五
八
）

　
　
　
　
　
　
　
　
其
の
二
（
九
一
丁
オ
７
～
九
五
丁
ウ
６
）

�

椎
葉　

富
美
・
安
倍　

素
子
・
市
瀬
め
ぐ
み
・
川
浪　

玲
子

�

金　
　

成
根
・
椎
葉　

康
浩
・
福
田　

益
和
・
山
口　

康
子

　
　

  K
ohonsetsuw

ashu Zenchushaku

　
　
　

�

　

H
atsusedera sankeinow

otoko abuw
om
ochite daikaujinikafurukoto

：LV
III

P
art 

2（9
 1 tyou om

ote 

7 gyou

～9 5
 tyou ura 

6 gyou

）

Fum
i SH

IIBA
, M
otoko A

BE, M
egum

i ICH
ISE, R

eiko K
A
W
A
N
A
M
I

Sungkeun K
IM
, Y
asuhiro SH

IIBA
, Y
oshikazu FU

K
U
D
A
, Y
asuko Y

A
M
A
GU
CH
I
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『
古
本
説
話
集
』
は
、
編
者
未
詳
。
成
立
は
平
安
末
期
か
ら
鎌
倉
初
期
と
言
わ
れ
て
い
る

古
写
本
で
あ
る
。
唯
一
の
伝
本
で
あ
る
旧
梅
澤
記
念
館
蔵
鎌
倉
中
期
写
本
（
現
東
京
国
立
博
物

館
蔵
）
に
は
題
簽
も
内
題
も
な
い
た
め
、
本
来
の
書
名
も
不
明
で
あ
り
、
一
般
に
『
古
本
説

話
集
』
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

　

流
麗
な
平
仮
名
文
で
、
大
斎
院
選
子
内
親
王
の
話
に
始
ま
り
、
関
寺
の
牛
仏
の
話
で
終
わ

る
。
王
朝
文
学
の
著
名
人
を
中
心
に
樵
夫
や
貧
女
の
話
に
至
る
ま
で
有
名
無
名
人
の
逸
話
や

観
音
霊
験
譚
な
ど
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。『
今
昔
物
語
集
』
以
下
の
諸
説
話
集
と
の
共
通
説

話
も
多
い
が
、
書
承
関
係
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。

　

本
稿
は
、
二
〇
一
六
年
か
ら
始
め
、
四
回
（
四
年
間
）
に
わ
た
っ
て
発
表
し
た
『
古
本
説

話
集
』「
大
齋
院
事
（
第
一
）」
の
注
釈
が
、
二
〇
二
〇
年
三
月
に
終
了
し
た
こ
と
を
受
け
、

引
き
続
き
、
後
半
部
第
五
八
話
の
注
釈
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。

　

第
一
話
と
同
じ
く
、「
本
文
」
は
原
文
に
復
元
で
き
る
こ
と
を
目
指
す
一
方
、
読
み
や
す

さ
も
考
慮
し
、
比
較
の
便
の
た
め
、「
対
照
説
話
」
を
本
文
の
下
段
に
記
し
た
。「
口
語
訳
」

は
、
平
易
か
つ
明
確
な
現
代
文
を
用
い
、
原
文
の
雰
囲
気
が
伝
わ
る
こ
と
も
意
識
し
た
。

「
語
釈
・
語
法
」
は
「
注
釈
」
の
根
拠
を
示
し
、
特
に
語
学
的
視
点
を
多
く
取
り
入
れ
る
よ

う
に
心
が
け
た
。
さ
ら
に
「
補
説
」
と
し
て
、「
注
釈
」
に
お
け
る
重
点
箇
所
を
特
記
し
た
。

　

キ
ー
ワ
ー
ド　

古
本
説
話
集
・
長
谷
寺
・
観
音

　
『
古
本
説
話
集
』（
以
下
、「
本
集
」
と
略
記
）
は
、
昭
和
二
四
年
「
新
指
定
国
宝
展
」
で
世

に
知
ら
れ
た
。
翌
年
、
梅
澤
彦
太
郎
氏
の
所
有
に
帰
し
、
以
来
、
題
簽
も
内
題
も
な
い
た
め

『
梅
澤
本 

古
本
説
話
集
』
と
称
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
梅
澤
記
念
館
・
文
化
庁
旧
蔵
、
現
在

は
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
で
あ
る
。

　

本
集
の
書
誌
等
に
つ
い
て
は
、『
梅
澤
本 

古
本
説
話
集
』（
貴
重
古
典
籍
刊
行
会
編
・
貴
重
古

典
籍
刊
行
会
発
行
・
一
九
五
五
年
）
の
田
山
方
南
氏
の
解
説
、
お
よ
び
『
梅
澤
本 

古
本
説
話
集
』

（
古
典
資
料
類
従
六
・
勉
誠
社
・
一
九
七
八
年
）
の
川
口
久
雄
氏
の
解
説
に
詳
し
い
。
墨
付
全
部

一
三
六
丁
。
奥
書
識
語
は
な
く
、
冒
頭
二
丁
オ
～
四
丁
オ
、
お
よ
び
六
〇
丁
ウ
～
六
一
丁
ウ

に
、
目
録
（
漢
字
表
記
の
説
話
表
題
を
本
文
の
説
話
配
列
に
従
っ
て
列
記
し
た
も
の
）
が
あ
る
。
全
７０
話
が
、

前
半
４６
話
、
後
半
２４
話
に
二
分
さ
れ
、
一
般
に
前
半
を
上
巻
、
後
半
を
下
巻
と
称
さ
れ
て
い

る
。

　

本
集
の
説
話
は
、『
今
昔
物
語
集
』
や
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
と
共
通
の
も
の
が
多
い
上
、

『
世
継
物
語
』『
打
聞
集
』
な
ど
の
小
説
話
集
と
の
重
な
り
も
多
く
、
類
縁
性
や
前
後
関
係
が

論
じ
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
現
在
の
と
こ
ろ
、
諸
説
話
集
の
伝
本
の
一
つ
、
あ
る
い
は
異

本
・
抄
本
と
は
考
え
に
く
く
、
ま
た
、
ど
の
説
話
集
と
も
相
互
の
承
接
関
係
は
証
明
さ
れ
ず
、

そ
れ
ら
の
諸
説
話
集
と
の
共
通
祖
本
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
天
下
の
孤
本

と
み
る
べ
き
で
あ
る
。

　

成
立
年
代
、
著
者
（
編
者
も
し
く
は
筆
録
者
）、
成
立
事
情
等
は
不
明
で
あ
る
が
、『
古
本
説

話
集
総
索
引
』（
山
内
洋
一
郎
編
・
風
間
書
房
・
一
九
六
九
年
）
の
刊
行
以
来
、
日
本
語
史
的
な

観
点
か
ら
の
研
究
も
進
め
ら
れ
て
い
る
。
鎌
倉
中
期
筆
写
と
思
わ
れ
る
貴
重
な
古
写
本
で
あ

る
。

一　
表
題

　

本
集
に
は
、
説
話
表
題
（
説
話
本
文
の
前
に
記
載
さ
れ
た
表
題
）
は
見
ら
れ
な
い
の
で
、
目
録
表

題
を
そ
れ
ぞ
れ
の
該
当
説
話
本
文
の
前
に
掲
げ
、
訓
読
を
振
り
仮
名
の
形
で
示
し
、
そ
の
根

拠
に
つ
い
て
述
べ
る
。
ま
た
、
川
口
久
雄
校
訂
『
梅
澤
本 

古
本
説
話
集
』（
岩
波
文
庫
・
一
九

五
五
年
）
以
下
の
研
究
書
に
な
ら
い
、
説
話
の
話
番
号
を
（　

）
を
つ
け
て
付
し
、（
第
一
）

（
第
二
）
の
形
で
示
す
。

二　
本
文  

　

１　

底
本
は
、
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
（
梅
澤
記
念
館
・
文
化
庁
旧
蔵
）『
古
本
説
話
集
』
を

用
い
た
。
許
可
を
得
て
直
接
撮
影
し
た
写
真
の
他
、『
梅
澤
本 

古
本
説
話
集
』（
貴
重
古

典
籍
刊
行
会
編
・
貴
重
古
典
籍
刊
行
会
発
行
・
一
九
五
五
年
）、『
梅
澤
本 

古
本
説
話
集
』（
古

典
資
料
類
従
六
・
川
口
久
雄
解
説
・
勉
誠
社
・
一
九
七
七
年
）、『
古
本
説
話
集
』（
勉
誠
社
文
庫

１２４
・
川
口
久
雄
解
説
・
勉
誠
社
・
一
九
八
五
年
）、「
ｅ
國
寶 

国
立
博
物
館
所
蔵 

国
宝
・
重

要　
約

解　
題

凡　
例

純 心 人 文 研 究　第 28 号　2022
椎葉・安倍・市瀬・川浪・金・椎葉・福田・山口『古本説話集  全注釈』長谷寺　詣男、以蝱替大柑子事（第五八）

　　　　　　　　　　其の二（九一丁オ７～九五丁ウ６）

―　211　―

（
三
〇
）



要
文
化
財
」（http://w

w
w

.em
useum

.jp

）
を
参
照
す
る
。

　

２　

底
本
の
一
丁
を
二
頁
と
し
て
、
表
を
オ
・
裏
を
ウ
と
表
記
し
、
行
数
を
本
文
の
上
に

算
用
数
字
で
記
す
。
な
お
、
勉
誠
社
文
庫
の
頁
数
を
（　

）
で
示
す
。

　

３　

原
文
の
漢
字
は
そ
の
ま
ま
漢
字
で
表
記
し
、
原
文
に
近
い
字
体
を
選
ぶ
。

　

４　

訓
み
を
つ
け
る
と
き
は
、
歴
史
的
仮
名
遣
い
を
用
い
（　

）
で
囲
む
。

　

５　

繰
り
返
し
符
号
・
見
せ
消
ち
等
は
原
文
ど
お
り
表
記
し
、
必
要
に
応
じ
て
注
を
つ
け

る
か
、「
語
釈
・
語
法
」
の
項
で
説
明
す
る
。

　

６　

本
文
の
仮
名
表
記
を
、
漢
字
表
記
に
す
る
と
き
は
、
振
り
仮
名
と
し
て
原
文
の
仮
名

を
つ
け
た
。
表
記
す
る
漢
字
は
、
現
行
の
漢
字
と
す
る
。　
　
　

例　

大お
ほ

殿と
の

・
斎さ

い

院

　

７　

仮
名
違
い
は
、
右
側
に
正
用
を
【　

】
で
示
す
。　
　
　
　
　

例　

な
を【

ほ
】

　

８　

必
要
に
応
じ
て
句
読
点
・
濁
点
・
引
用
符
を
つ
け
、
会
話
文
に
は
「　

」
を
つ
け
る
。

三　
対
照
説
話

　

対
照
す
べ
き
説
話
を
、
本
集
本
文
の
行
切
り
に
合
わ
せ
て
記
載
す
る
。
テ
キ
ス
ト
は
、

「
新
日
本
古
典
文
学
大
系
」
な
ど
、
一
般
的
な
も
の
を
選
ぶ
。　
　

四　
口
語
訳

　

逐
語
訳
を
心
が
け
、
必
要
に
応
じ
て
適
宜
主
語
等
を
（　

）
で
補
う
。

五　
語
釈
・
語
法

　

丁
の
表
（
オ
）・
裏
（
ウ
）
ご
と
に
、
該
当
箇
所
の
行
数
を
算
用
数
字
で
示
し
、
特
に

語
学
的
視
点
を
取
り
入
れ
る
よ
う
心
が
け
る
。

六　
補
説

　

特
に
詳
述
す
る
必
要
の
あ
る
問
題
に
つ
い
て
の
考
察
を
記
す
。

七　
類
話

　

紙
幅
の
都
合
上
、
各
話
の
末
尾
に
つ
け
る
予
定
で
あ
る
。

八　
参
照
テ
キ
ス
ト
等  

　
　

略
号
と
テ
キ
ス
ト
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

・
岩
波
文　
『
梅
澤
本 

古
本
説
話
集
』
川
口
久
雄
校
訂
・
岩
波
文
庫
・
一
九
五
五
年

・
全　

書　
『
古
本
説
話
集
』
日
本
古
典
全
書
・
川
口
久
雄
校
註
・
朝
日
新
聞
社
・
一
九
六
七
年

・
総
索
引　
『
古
本
説
話
集
総
索
引
』
山
内
洋
一
郎
編
・
風
間
書
房
・
一
九
六
九
年

・
全
註
解　
『
古
本
説
話
集
全
註
解
』
高
橋
貢
・
有
精
堂
・
一
九
八
五
年

・
新
大
系　
『
古
本
説
話
集
』
新
日
本
古
典
文
学
大
系
４２
・『
宇
治
拾
遺
物
語
』
と
併
録
・

�

中
村
義
雄
、
小
内
一
明
校
注
・
岩
波
書
店
・
一
九
九
〇
年

・
全
訳
注　
『
古
本
説
話
集  

上
下
』
全
訳
注
高
橋
貢
・
講
談
社
学
術
文
庫
・
二
〇
〇
一
年

・
新
間
論
文『
古
本
説
話
集
下
巻  

本
文
と
注
釈
―
―
第
五
十
八
話　

長
谷
寺
参
詣
男
以
蝱
替
―
―
』

　
　

新
間
水
緒・花
園
大
学
国
文
学
会
編
「
花
園
大
学
国
文
論
究
」３４
号
・
二
〇
〇
六
年
十
二
月

　

な
お
、
本
話
に
つ
い
て
は
、『
宇
治
』
お
よ
び
『
今
昔
』
に
ほ
ぼ
同
文
の
説
話
が
存
す

る
。
両
書
の
注
釈
も
随
時
参
照
し
た
。

九　
参
考
文
献

　

参
考
に
し
た
文
献
に
つ
い
て
は
、
で
き
る
限
り
該
当
部
分
に
書
き
入
れ
る
。
記
載
で
き

な
か
っ
た
も
の
は
、
各
話
の
末
尾
に
つ
け
る
予
定
で
あ
る
。

長（
は
つ
せ
で
ら
さ
ん
け
い
の
を
と
こ
、あ
ぶ
を
も
ち
て
だ
い
か
う
じ
に
か
ふ
る
こ
と
）

谷
寺

詣
男
、
以
蝱
替
大
柑
子
事
（
第
五
八
）

�

其
の
二
①
（
九
一
丁
オ
７
～
九
二
丁
オ
10
）　

【
九
一
丁
オ
】（
一
八
五
頁
）

７　

こ
れ
を
手て

ま
さ
ぐ
り
に
し
つ
ゝ（

つ
）行い

く
ほ
ど

８　

に
、
虻あ

ぶ

の
一ひ

と

つ
ぶ
め
き
て
顔か

ほ

の
め
ぐ
り
に

『
今
昔
物
語
集
』（
巻
第
十
六
参
長
谷
男
依
観
音
助
得
富
語
第
二
十
八
）

 （
新
日
本
古
典
文
学
大
系
35
・
一
九
九
三
年
・
岩
波
書
店
・
底
本
：
東
大
本
甲
）

 

而
ル
間
、

、
顔
ヲ
廻
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９　

あ
る
を
、
う
る
さ
け
れ
ば
木き

の
枝え

だ

折を

り
て
払は

ら

10　

ひ
捨す

つ
れ

ど
も

ば
、
な
を【

ほ
】た

ゞ
（
だ
）を

同【
お
】なじ

樣
（
や
う
）に

う
る
さ
く

【
九
一
丁
ウ
】（
一
八
六
頁
）

１　

ぶ
め
き
け
れ
ば
、
手て

に
と
ら
へ
て
腰こ

し

を
こ
の
藁わ

ら

２　

の
筋す

ぢ

にし

て
ひ
き
括

く
（ゝ
く
）り

て
持も

た
り
け
れ
ば
、

３　

腰こ
し

を
く
ゝ（

く
）ら

れ
て
ほ
か
へ
は
え
行い

か
で
ぶ
め
き
飛と

４　

み
け
る
を
、
長は

つ

谷せ

に
参

ま
い【
ゐ
】り

け
る
女
車ぐ

る
まの

前ま
へ

５　

の
簾す

だ
れを

う
ち
か
づ
き
て
ゐ
た
る
児ち

ご

、
こ
の
い

６　

と
う
つ
く
し
げ
な
る
が
、「
あ
の
男

お【
を
】と
この

持も

ち
た
る
物

７　

は
何な

に

ぞ
。
か
れ
乞こ

ひ
て
我

（
わ
れ
）に

得え

さ
せ
よ
」
と
、
馬む

ま

に

８　

乗の

り
て
と
も
に
あ
る
侍

さ
ぶ
ら
ひに

言い

ひ
け
れ
ば
、
そ

９　

の
侍

さ
ぶ
ら
ひ「

か
の
男

お【
を
】と
こ、

そ
の
得え

た
る
物
、
若わ

か

ぎ

10　

み
の
召め

す
に
参

ま
い【
ゐ
】ら

せ
よ
」
と
言い

ひ
け
れ
ば
、「
佛
の
賜た

び
た

【
九
二
丁
オ
】（
一
八
七
頁
）

１　

る
物
に
候

（
さ
ぶ
ら
）へ

ど
、
か
く
仰

お
ほ
せ

言ご
と

候
（
さ
ぶ
ら
）へ

ば
、
参

ま
い【
ゐ
】ら

せ
候

（
さ
ぶ
ら
）は

ん
」
と

２　

て
、
取と

ら
せ
た
り
け
れ
ば
、「
こ
の
男

お【
を
】と
こ、

い
と
あ
は
れ

３　

な
る
男

お【
を
】と
こ

也
。
若わ

か

君ぎ
み

の
召め

す
物
を
心
や
す
く

４　

参
ま
い【
ゐ
】ら

せ
た
る
こ
と
」ゝ（

と
）言い

ひ
て
、
大だ

い
か
う
じ

柑
子
を
「
こ
れ
、

５　

喉の
ど

渇か
は【
わ
】く

ら
ん
、
食た

べ
よ
」
と
て
、
三み

つ
い
と
か
う
ば
し
き

６　

陸み

奥ち
の

国く
に

紙が
み

に
包

つ
（ゝ
つ
）み

て
取と

ら
せ
た
り
け
れ
ば
、

７　

取と

り
つ
た
へ
て
、
虻あ

ぶ

取と

り
け
る
侍

さ
ぶ
ら
ひ

取と

ら
せ

８　

た
り
け
れ
ば
、「
藁わ

ら

一ひ
と

筋す
ぢ

が
、
大

（
だ
い
）柑か
う

子じ

三み

つ
に

９　

な
り
ぬ
る
こ
と
」ゝ（

と
）思

ひ
て
、
木
の
枝え

だ

に
結ゆ

い【
ひ
】付つ

け

10　

て
肩か

た

に
う
ち
か
け
て
、
行ゆ

く
ほ
ど
に
、

飛
ブ
ヲ
、
煩
シ
ケ
レ
バ
木
ノ
枝
ヲ
折
テ
掃

ヒ
去
レ
ド
モ
、
尚
同
ジ
様
ニ

来
バ
、

ヲ
手
ヲ
捕
ヘ
テ
、
腰
ヲ
此
藁

筋
ヲ
以
テ
引
キ
括
リ
テ
持
タ
ル
ニ
、

腰
ヲ
被
括
レ
テ
飛
ビ

迷
フ
。
而
ル
間
、
京
ヨ
リ
可
然
キ
女
、
車
ニ
乗
テ
参
ル
。
車
ノ

簾
ヲ
打
チ
纏
テ
居
タ
ル
児
有
リ
。
其
形
チ

美
麗
也
。
児
ノ
云
ク
、「
彼
ノ
男
、
其
ノ
持
タ
ル
物

ハ
何
ゾ
。
其
レ
乞
テ
得
セ
ヨ
」
ト
。
馬
ニ

乗
テ
ア
ル
侍
来
テ
云
ク
、

「
彼
ノ
男
、
其
ノ
持
タ
ル
物
若
君

ノ
召
ス
ニ
、
奉
レ
」
ト
。
男
ノ
云
ク
、「
此
レ
ハ
観
音
ノ
給
タ

ル
物
ナ
レ
ド
モ
、
此
ク
召
セ
バ
奉
ラ
ム
」
ト

云
テ
渡
タ
レ
バ
、「
糸
哀
レ

ニ
奉
タ
リ
」

ト
テ
、

「
喉
乾
ク
ラ
ム
。
此
レ
食
ヨ
」
ト
テ
、
大
柑
子
三
ツ
ヲ
馥
シ
キ

陸
奥
国
紙
ニ
裹
テ
車
ヨ
リ
取
タ
レ
バ
、

給
ハ
リ
テ
、

「
藁
筋
一
ツ
ガ
大
柑
子
三
ツ
ニ

成
ヌ
ル
事
」
ト
思
テ
、
木
ノ
枝
ニ
結
ビ
付

テ
肩
ニ
打
係
テ
行
ク
程
ニ
、
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こ
れ
（
藁
一
本
）
を
（
手
で
）
も
て
あ
そ
び
な
が
ら
（
歩
い
て
）
行
く
う
ち
に
、
虻
が
一
匹

ぶ
ん
ぶ
ん
羽
音
を
た
て
て
顔
の
ま
わ
り
に
（
飛
ん
で
）
い
る
の
を
、
わ
ず
ら
わ
し
い
の
で

木
の
枝
を
折
っ
て
追
い
払
っ
た
け
れ
ど
も
、
や
は
り
た
だ
同
じ
よ
う
に
わ
ず
ら
わ
し
く
ぶ

ん
ぶ
ん
羽
音
を
た
て
た
の
で
、（
虻
を
）
手
で
つ
か
ま
え
て
（
虻
の
）
腰
を
こ
の
藁
す
じ
で

ひ
き
く
く
っ
て
持
っ
て
い
た
の
で
、
腰
を
く
く
ら
れ
て
ほ
か
へ
は
行
け
ず
ぶ
ん
ぶ
ん
飛
び

ま
わ
っ
て
い
た
の
を
、
長
谷
（
寺
）
に
参
詣
す
る
女
車
の
前
の
簾
を
（
持
ち
上
げ
）
頭
に
か

ぶ
っ
て
（
外
を
見
て
）
い
た
子
供
で
た
い
そ
う
か
わ
い
ら
し
い
子
が
、「
あ
の
男
が
持
っ
て

い
る
物
は
何
か
。
あ
れ
を
（
男
に
）
頼
ん
で
私
に
く
れ
」
と
、
馬
に
乗
っ
て
供
を
し
て
い

る
従
者
に
言
っ
た
の
で
、
そ
の
従
者
が
「
そ
こ
の
男
、
そ
の
手
に
入
れ
た
物
を
、
若
君
が

お
望
み
に
な
る
の
で
差
し
上
げ
よ
」
と
言
っ
た
と
こ
ろ
、（
青
侍
は
）「
仏
が
く
だ
さ
っ
た

物
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
に
お
申
し
つ
け
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
差
し
上
げ
ま

し
ょ
う
」
と
言
っ
て
、（
虻
を
）
与
え
た
の
で
、（
女
車
の
主
人
は
）「
こ
の
男
は
、
た
い
そ

う
感
心
な
男
だ
。
若
君
が
お
望
み
に
な
る
物
を
気
持
ち
よ
く
差
し
上
げ
た
こ
と
よ
」
と

言
っ
て
、
大
柑
子
を
「
こ
れ
を
、
喉
が
渇
い
て
い
る
だ
ろ
う
、
食
べ
な
さ
い
」
と
言
っ
て
、

三
個
を
と
て
も
よ
い
香
り
の
す
る
陸
奥
国
紙
に
包
ん
で
与
え
た
の
で
、（
そ
れ
を
）
取
り
次

い
で
、
虻
を
受
け
取
っ
た
従
者
が
（
青
侍
に
）
与
え
た
の
で
、「
藁
一
本
が
大
柑
子
三
個
に

な
っ
た
こ
と
よ
」
と
思
っ
て
、（
大
柑
子
を
）
木
の
枝
に
結
び
つ
け
て
肩
に
か
け
て
、（
歩
い

て
）
行
く
う
ち
に
、

【
九
一
丁
オ
】

●
７
こ
れ
を
手て

ま
さ
ぐ
り
に
し
つ
ゝ（
つ
）行い

く
ほ
ど
に
、　　
『
宇
治
』
同
文
、『
今
昔
』
該
当
箇

所
な
し
。「
手
ま
さ
ぐ
り
」
は
、
本
集
に
は
本
例
の
み
。『
日
葡
辞
書
』
に
は

「T
em

asaguri.

テ
マ
サ
グ
リ
（
手
ま
さ
ぐ
り
）
人
が
慰
み
に
物
を
書
く
時
な
ど
の
よ
う
に
、

手
で
も
て
あ
そ
ん
で
い
る
こ
と
」
と
あ
る
。
こ
こ
で
は
青
侍
が
藁
一
本
を
手
で
も
て
あ
そ

ん
で
い
る
こ
と
を
指
す
。「
行
（
い
）
く
」
は
同
義
語
に
「
ゆ
く
」
が
あ
る
。『
日
本
国
語

大
辞
典  

第
二
版
』（
以
下
、『
日
国
』
と
す
る
）
の
「
ゆ
く
」
の
【
語
誌
】
に
は
、「
使
用
頻

度
は
、
室
町
期
を
過
ぎ
る
頃
ま
で
『
ゆ
く
』
が
優
勢
だ
っ
た
。『
ゆ
く
』
は
和
歌
の
ほ
か

文
字
言
語
、
こ
と
に
訓
点
資
料
に
多
く
用
い
ら
れ
た
」
と
あ
る
。「
ゆ
く
」
は
『
新
撰
字

鏡
』『
色
葉
字
類
抄
』（
以
下
、『
字
類
抄
』
と
す
る
）『
類
聚
名
義
抄
』（
以
下
、『
名
義
抄
』
と

す
る
）
な
ど
の
古
辞
書
に
は
古
く
か
ら
記
載
さ
れ
て
お
り
、
多
様
な
文
字
が
あ
て
ら
れ
て

い
る
。「
い
く
」
は
『
日
葡
辞
書
』
で
初
め
て
記
載
さ
れ
、「Y

uqi, u

（
行
き
、
く
）
と
い

う
方
が
ま
さ
る
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
中
世
末
期
ま
で
は
口
語
的
な
言
い
方
と
み
ら
れ
て

い
た
ら
し
い
。
本
集
で
は
、「
い
く
」
２３
例
の
他
に
、「
い
き
さ
る
（
行
去
）」「
い
き
ち
る

（
行
散
）」「
い
き
つ
く
（
行
着
）」
各
１
例
の
、
計
２６
例
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
一
方
「
ゆ

く
」
は
２５
例
の
他
に
、
１３
種
の
複
合
動
詞
「
あ
れ
ゆ
く
（
荒
行
）」「
か
り
ゆ
く
（
狩
行
）」

「
と
び
ゆ
く
（
飛
行
）」「
な
り
ゆ
く
（
成
行
）」「
ひ
き
も
て
ゆ
く
（
引
持
行
）」「
ふ
け
ゆ
く

（
更
行
）」「
み
ち
ゆ
き
（
道
行
）
人
」「
も
て
ゆ
く
（
持
行
）」「
ゆ
き
い
る
（
逝
入
）」「
ゆ
き

き
（
往
来
）」「
ゆ
き
や
る
（
行
遣
）」「
ゆ
く
か
た
（
行
方
）」「
ゆ
く
す
ゑ
（
行
末
）」
各
１
例

の
、
計
３８
例
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
本
集
で
も
「
ゆ
く
」
が
優
勢
で
あ
る
。
な
お
、
こ
こ

か
ら
長
文
が
続
き
、
九
二
丁
ウ
７
「
み
づ
も
な
し
」
ま
で
３１
行
に
及
ぶ
。

口
語
訳

語
釈
・
語
法

『邦訳　日葡辞書』（岩波書店・1980 年）

★
に
は
頭
注
が
あ
り
、
㊁
㊇
は
そ

の
行
数
で
、
享
和
本
・
群
書
類

従
本
と
の
異
同
を
指
摘
す
る
。

『
天
治
本　

新
撰
字
鏡
（
増
訂
版
）』（
臨
川
書
店
・
一
九
六
七
年
）
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●
８
虻あ
ぶ

の
一ひ
と

つ
ぶ
め
き
て　
　
『
宇
治
』「

一
ぶ
め
き
て
」、『
今
昔
』「

」。「
虻
」
は
、

中
古
・
中
世
の
仏
教
関
係
の
文
献
に
し
ば
し
ば
登
場
す
る
。
詳
細
は
、「『
古
本
説
話
集
』

研
究
上
の
諸
問
題
（
二
）
虻
の
い
る
光
景
―
下
巻
第
五
十
八
話
か
ら
―
」（
長
崎
純
心
大
学
大
学

院
人
間
文
化
研
究
科
編
「
人
間
文
化
研
究
」
第
12
号
・
二
〇
一
四
年
三
月
）
参
照
。
な
お
、「
虻
」

を
「
一
つ
」
と
数
え
て
い
る
が
、
本
集
で
は
「
え
も
い
は
ぬ
む
ま
の
一
を
た
か
ら
に
す
る

（
３２
オ
７
）」、「
た
ゝ
こ
の
う
し
一
し
て
は
こ
ふ
（
６８
オ
４
）」
な
ど
動
物
に
使
用
し
て
い
る

例
が
あ
る
。「
ぶ
め
く
」
の
「
ぶ
」
は
虻
の
羽
音
を
模
し
た
擬
音
語
で
、「
め
く
」
は
そ
の

よ
う
な
状
態
・
様
子
で
あ
る
こ
と
を
示
す
動
詞
性
接
尾
語
で
あ
る
。
中
古
末
か
ら
中
世
を

通
じ
て
、
特
に
擬
音
語
・
擬
態
語
に
付
く
例
が
多
く
見
ら
れ
る
。
本
例
も
あ
ぶ
の
羽
音

「
ぶ
」
の
下
に
「
め
く
」
を
付
け
る
。『
羅
葡
日
辞
書
』「Bom

bilo

（
羅
：
ぶ
め
く
）」
の
項

に
、「A

bu, fachino coyeno gotoqu bum
equ.（

あ
ぶ
、
は
ち
の 

こ
え
の 

ご
と
く  
ぶ
め
く
）」

と
あ
る
。
な
お
、
本
集
の
「
…
め
く
」
の
用
例
は
、「
う
め
く
（
２８
オ
７
）」「
き
ら
め
く

（
２９
ウ
９
）」「
そ
よ
め
く
（
３７
ウ
５
）」「
め
く
る
め
く
（
１１３
オ
９
）」
の
各
１
例
、
計
４
例
、

「
ぶ
め
く
」
は
本
話
に
他
に
２
例
（
９１
ウ
１
・
３
）
あ
る
。

●
８
顔か
ほ

の
め
ぐ
り
に
あ
る
を
、　　
『
宇
治
』
同
文
、『
今
昔
』「
顔
ヲ
廻
ニ
飛
ブ
ヲ
」。「
め
ぐ

り
」
は
「
あ
た
り
。
周
囲
・
周
辺
」
の
意
。
本
集
に
は
本
例
を
含
め
て
４
例
。
類
義
語
と

し
て
「
わ
た
り
」（
８
例
）、「
あ
た
り
」（
３
例
）、「
辺
」（
７
例
）
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

●
９
う
る
さ
け
れ
ば
木き

の
枝え
だ

折を

り
て
払は
ら

ひ
捨す

つ
れ
ど
も

ば
、　　
『
宇
治
』「
う
る
さ
け
れ
ば
、

木
の
枝
を
折
り
て
払
捨
つ
れ
ど
も
」、『
今
昔
』「
煩
シ
ケ
レ
バ
木
ノ
枝
ヲ
折
テ
掃
ヒ
去
レ

ド
モ
」。「
う
る
さ
し
」
は
、「
わ
ず
ら
わ
し
い
」
の
意
。
本
集
に
は
、
本
例
の
他
、
次
行

に
１
例
（
９１
オ
１０
）
用
い
ら
れ
て
い
る
。「
払
ひ
捨
つ
」
は
、「
不
要
な
も
の
を
取
り
除
く
」

意
。
こ
こ
で
は
虻
を
邪
魔
な
も
の
と
し
て
追
い
払
っ
て
い
る
。
な
お
、『
日
国
』
の
「
は

ら
ひ
す
て
る
（
払
捨
）」
の
項
で
は
、
本
例
を
「
木
の
枝
を
折
り
て
は
ら
ひ
す
つ
れ
ば
」

と
す
る
。
諸
注
釈
の
本
文
は
、「
き
の
え
だ
を
ゝ
り
て
は
ら
ひ
す
つ
れ

ど
も

ば二

（『
岩
波
』）」、

「
木
の
枝
を
折
り
て
拂
ひ
捨
つ
れ
ど
も
（『
全
書
』）」
と
あ
り
、『
総
索
引
』
以
降
は
「
き
の

え
だ
を
り
て
」
と
な
っ
て
い
る
。
影
印
本
で
確
認
す
る
と
、「
を
」
と
「
り
」
の
間
は

ま
っ
す
ぐ
続
い
て
お
り
、
繰
り
返
し
符
号
は
見
え
な
い
。
ま
た
、「
は
ら
ひ
す
つ
れ
ば
」

の
「
れ
」
の
下
に
補
入
記
号
「

」
を
入
れ
、
右
横
に
「
と
も
」
と
記
載
。
そ
の
下
の

「
は
」
に
二
重
線
の
見
せ
消
ち
が
あ
る
。
よ
っ
て
、
本
文
は
『
総
索
引
』
以
降
と
同
じ
く

「
き
の
え
だ
を
り
て
は
ら
ひ
す
つ
れ
ど
も
」
と
訓
む
。

　
用
例
は
、「
ｅ
國
寶
国
立
博
物
館
所
蔵　

国
宝
・
文
化
財
」
よ
り
。
本
集
の
用
例
は
、
以
下
同
じ
。

●
１０
な
を【
ほ
】た
ゞ
同

（
だ
）を【
お
】な（
や
う
）

じ
樣
に
う
る
さ
く
ぶ
め
き
け
れ
ば
、　　
『
宇
治
』
同
文
、『
今
昔
』「
尚
同

ジ
様
ニ
来
バ
」。「
な
を
（
ほ
）」
は
「
や
は
り
」
の
意
。
本
集
の
用
例
は
１５
例
、
す
べ
て

仮
名
違
い
の
「
な
を
」
で
あ
る
。「
た
ゞ
」
は
既
出
（『
古
本
説
話
集 

全
注
釈
』（
第
五
八
）
其

の
一
・
長
崎
純
心
大
学
編
「
純
心
人
文
研
究
」
第
27
号
・
二
〇
二
一
年
二
月
・
Ｐ
９ 

参
照
）。「
う
る

《
九
一
丁
オ
９
》

「
た
を
り
」

「
れ

と
も

は
」

『
色
葉
字
類
抄　

二
巻
本
』（
尊
経
閣
善
本
影
印
集
成
19
・
八
木
書
店
・
二
〇
〇
〇
年
）

純 心 人 文 研 究　第 28 号　2022
椎葉・安倍・市瀬・川浪・金・椎葉・福田・山口『古本説話集  全注釈』長谷寺　詣男、以蝱替大柑子事（第五八）

　　　　　　　　　　其の二（九一丁オ７～九五丁ウ６）

―　207　―

（
三
四
）



さ
し
」
既
出
（
９１
オ
９
）、「
ぶ
め
く
」
既
出
（
９１
オ
８
）。

【
九
一
丁
ウ
】

●
１
腰こ
し

を
こ
の
藁わ
ら

の
筋す
ぢ

にし

て
ひ
き
括
く
（ゝ
く
）り

て　
　
『
宇
治
』「
腰
を
こ
の
藁
す
ぢ
に
て
ひ
き
く
ゝ

り
て
」、『
今
昔
』「
腰
ヲ
此
藁
筋
ヲ
以
テ
引
キ
括
リ
テ
」。
本
集
の
本
文
は
「
す
ぢ
に
て
」

の
「
に
」
を
見
せ
消
ち
に
し
て
右
に
「
し
」
と
傍
書
す
る
。
本
集
に
「
し
て
」
は
２６
例
、

「
に
て
」
は
４９
例
あ
り
、
い
ず
れ
も
手
段
・
方
法
・
材
料
を
示

す
。『
古
本
』「
し
て
」・『
宇
治
』「
に
て
」・『
今
昔
』「
ヲ
以
テ
」

と
三
形
が
同
じ
文
脈
の
中
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。「
し
て
」「
に

て
」
は
和
文
で
、「
ヲ
以
テ
」
は
漢
文
訓
読
文
の
用
語
と
さ
れ

て
い
る
。

●
２
持も

た
り
け
れ
ば
、　　
「
持
た
り
」
は
既
出
（
前
出
『
古
本
説
話
集 

全

注
釈
』（
第
五
八
）
其
の
一
・
Ｐ
17 

参
照
）。

●
３
腰こ
し

を
く
ゝ（
く
）
ら
れ
て
ほ
か
へ
は
え
行い

か
で
ぶ
め
き
飛と

み
け
る
を
、　　

『
宇
治
』「
腰
を
く
ゝ
ら
れ
て
、
ほ
か
へ
は
え
行
か
で
、
ぶ
め
き
飛
ま

は
り
け
る
を
」、『
今
昔
』「

腰
ヲ
被
括
レ
テ
飛
ビ
迷
フ
」。「
え
行

か
で
」
の
「
え
」
は
否
定
表
現
を
伴
っ
て
、「
…
で
き
な
い
」
の
意
。

「
と
み
（
飛
）」
は
、「
と
び
（
飛
）」
と
同
じ
。
マ
行
・
バ
行
の
相
通

現
象
で
あ
る
。
本
集
に
は
「
と
む
（
飛
）」
は
本
例
の
み
、「
と
ぶ

（
飛
）」
は
１１
例
あ
る
。

●
４
長は
つ

谷せ

に
参
ま
い【
ゐ
】り
け
る
女
車ぐ
る
まの
前ま
へ

の
簾す
だ
れを
、　　
『
宇
治
』
同
文
、『
今

昔
』「
而
ル
間
、
京
ヨ
リ
可
然
キ
女
、
車
ニ
乗
テ
参
ル
。
車
ノ
簾
ヲ
」。

「
は
つ
せ
」
に
「
長
谷
」
の
文
字
を
あ
て
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、「
古

本
説
話
集
の
研
究
上
の
諸
問
題
（
一
）―
長
谷
と
ハ
ツ
セ
・
ハ
セ
―
」

（
長
崎
純
心
大
学
大
学
院
人
間
文
化
研
究
科
編
「
人
間
文
化
研
究
」
第
11
号
・

二
〇
一
三
年
二
月
）
参
照
。「
女
車
」
は
、
女
性
が
外
出
の
際
な
ど
に

乗
る
牛
車
。
簾
の
内
側
に
も
う
一
枚
下
簾
を
か
け
車
内
の
人
の
姿
を

隠
し
、
衣
の
裾
を
外
に
垂
ら
し
た
。
青
侍
は
、
前
の
簾
を
持
ち
上
げ
た
女
車
と
行
き
違
っ

て
い
る
。「
参
り
け
る
」
の
「
け
り
」
に
つ
い
て
は
、
関
一
雄
の
著
書
（「
現
代
語
訳
で
読
み

直
す
『
竹
取
物
語
』」
笠
間
書
院
・
二
〇
一
九
年
・
Ｐ
2
～
4
）、
糸
井
通
浩
の
論
考
（「
日
本
語
の

屈
折
史
（
二
）―
「
語
り
」
言
説
の
近
代
化
」
日
本
言
語
文
化
研
究
会
編
「
日
本
言
語
文
化
研
究
」
第

二
十
六
号
・
二
〇
二
一
年
九
月
）
を
参
考
に
し
た
。
こ
の
こ
と
お
よ
び
『
今
昔
』
本
文
を
も

と
に
、
女
車
は
長
谷
寺
に
向
か
っ
て
い
る
と
解
釈
し
た
。

●
５
う
ち
か
づ
き
て
ゐ
た
る
児ち
ご

、
こ
の
い
と
う
つ
く
し
げ
な
る
が
、　　
『
宇
治
』「
う
ち
か

づ
き
て
ゐ
た
る
児
の
、
い
と
う
つ
く
し
げ
な
る
が
」、『
今
昔
』「
車
ノ
簾
ヲ
打
チ
纏
テ
居

タ
ル
児
有
リ
。
其
形
チ
美
麗
也
」。「
か
づ
く
」
は
、「
か
つ
ぐ
」
と
も
と
れ
る
が
、『
日
葡

辞
書
』
の
記
述
に
よ
り
、「
か
づ
く
」
と
と
る
。
こ
こ
で
は
、
た
い
そ
う
か
わ
い
ら
し
い

子
供
が
女
車
の
前
の
簾
を
持
ち
上
げ
、
頭
に
か
ぶ
る
よ
う
に
し
て
い
る
様
子
を
い
う
。
諸

注
釈
で
は
、「
ち
こ
ゝ
」
と
と
り
「
ゝ
」
は
衍
字
と
す
る
。

●
６
あ
の
男
お【
を
】と
この
持も

ち
た
る
物
は
何な
に

ぞ
。　
　
『
宇
治
』
同
文
、『
今
昔
』「
彼
ノ
男
、
其
ノ
持

タ
ル
物
ハ
何
ゾ
」。「
あ
の
」
は
本
集
に
６
例
（
１１
ウ
１０
・
９１
ウ
６
・
９５
オ
７
・
１１３
ウ
６
・
１１５
ウ

８
・
１２０
ウ
５
）。「
こ
の
」
に
対
し
て
話
し
手
か
ら
遠
い
位
置
に
あ
る
事
物
や
人
な
ど
を
指

す
代
名
詞
「
あ
」
に
格
助
詞
「
の
」
を
伴
っ
た
連
体
詞
。『
古
語
大
鑑
一
』（
築
島
裕
編
・

東
京
大
学
出
版
会
・
二
〇
一
一
年
）
に
よ
る
と
、「
あ
の
」
は
上
代
に
は
見
ら
れ
ず
、
中
古
か

ら
現
れ
る
語
で
あ
る
。
当
初
は
同
じ
遠
称
の
代
名
詞
「
か
の
」
よ
り
も
劣
勢
で
あ
る
が
、

中
世
以
後
「
か
の
」
よ
り
も
優
勢
に
な
る
。『
日
国
』
に
よ
る
と
、
連
体
詞
「
あ
の
」
に

は
、
①
話
し
手
、
聞
き
手
両
者
か
ら
離
れ
た
事
物
、
人
な
ど
を
指
し
示
す
意
と
、
②
過
去

の
経
験
や
目
の
前
に
な
い
事
物
、
人
な
ど
、
話
し
手
、
聞
き
手
両
者
に
共
通
の
話
題
を
指

し
示
す
意
と
が
あ
る
。
確
実
に
目
の
前
に
あ
る
も
の
の
遠
称
と
し
て
「
あ
の
」
が
用
い
ら

《
九
一
丁
ウ
５
》

『邦訳　日葡辞書』

《
九
一
丁
ウ
１
》
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れ
て
い
る
と
断
定
で
き
る
の
は
本
例
の
み
で
あ
る
。

●
７
か
れ
乞こ

ひ
て
我
（
わ
れ
）に
得え

さ
せ
よ
」　　
『
宇
治
』「
か
れ
乞
ひ
て
、
我
に
賜
べ
」、『
今
昔
』

「
其
レ
乞
テ
得
セ
ヨ
」。「
か
れ
」
は
話
し
手
と
相
手
と
の
双
方
か
ら
離
れ
た
事
物
・
場
所
・

方
角
・
時
・
人
を
指
す
代
名
詞
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
藁
の
筋
で
腰
を
縛
ら
れ
て
飛
ん
で
い

る
虻
を
指
す
。「
乞
ふ
」
は
「
他
者
に
物
を
与
え
て
く
れ
る
よ
う
に
求
め
る
」
こ
と
で
、

こ
こ
で
は
、
男
に
持
っ
て
い
る
虻
を
く
れ
る
よ
う
に
頼
む
こ
と
を
意
味
す
る
。
本
集
に
は
、

他
に
３
例
（
３４
オ
８
・
１０９
オ
７
・
１１７
オ
６
）。「
得
さ
す
」
は
、「
得
」
に
使
役
の
助
動
詞
「
さ

す
」
が
付
い
た
も
の
で
、「
く
れ
る
・
や
る
」
の
意
。
本
集
に
は
、
本
話
で
の
４
例
を
含

め
て
５
例
（
９１
ウ
７
・
９４
オ
３
・
９７
オ
６
・
９８
ウ
１０
・
１０６
オ
８
）。
い
ず
れ
も
、
会
話
文
で
用
い

ら
れ
て
い
る
。　

●
７
馬む
ま

に
乗の

り
て
と
も
に
あ
る
侍
さ
ぶ
ら
ひに　

　
『
宇
治
』
同
文
、『
今
昔
』「
馬
ニ
乗
テ
ア
ル
侍
」。

「
と
も
」
に
つ
い
て
、
諸
注
釈
は
「
と
ん
」
と
訓
み
、「
と
も
」
の
古
い
表
記
・
あ
る
い
は

特
殊
な
表
記
と
す
る
が
、
こ
こ
で
は
「
も
」
の
異
体
字
と
み
る
。
本
例
と
同
様
の
表
記
は
、

八
六
丁
オ
６
に
「
め
こ
と
も
」
が
み
ら
れ
る
の
み
。「
と
も
」
は
、
本
集
に
他
に
５
例

（
４２
ウ
６
・
８１
オ
１
・
８２
オ
５
・
９２
ウ
５
・
１１３
オ
３
）
み
ら
れ
る
。
１
例
は
「
御
と
も
（
１５
ウ
６
）」

で
あ
る
。「
侍
」
は
、
貴
人
の
家
に
仕
え
て
雑
用
に
あ
た
る
男
の
従
者
を
い
う
。
使
い
・

供
・
宿
直
・
警
固
な
ど
に
従
い
、
場
合
に
応
じ
て
武
具
を
持
つ
。「
に
」
は
資
格
を
表
す

格
助
詞
。「
馬
に
乗
っ
て
供
を
し
て
い
る
従
者
に
」
と
解
釈
す
る
。

●
９
「
か
の
男

お【
を
】と
こ、　　

『
宇
治
』
該
当
箇
所
な
し
、『
今
昔
』「
彼
ノ
男
」。「
か
の
」
は
話
し
手
、

相
手
の
両
者
か
ら
離
れ
た
物
や
人
物
を
指
す
代
名
詞
「
か
」
に
格
助
詞
「
の
」
を
伴
っ
た

連
体
詞
。
本
集
用
例
は
本
例
を
含
め
て
全
４
例
（
１６
オ
９
・
６２
ウ
１
・
９１
ウ
９
・
９４
ウ
１
）。

上
代
で
は
「
か
」
は
未
発
達
で
用
例
は
極
め
て
少
な
く
中
古
以
後
に
な
っ
て
用
い
ら
れ
る

が
、
中
世
以
降
は
平
安
時
代
に
成
立
し
た
「
ア
」
系
の
指
示
語
が
優
勢
に
な
る
に
つ
れ
て

「
か
の
」
は
漢
文
脈
の
強
い
文
体
や
、
や
や
改
ま
っ
た
場
面
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
ゆ
く
。
本
集
用
例
の
う
ち
２
例
は
、
話
し
手
と
相
手
と
の
双
方
か
ら
離
れ
て
い
て
見
え

な
い
が
、
両
者
に
了
承
済
み
の
事
物
の
連
体
修
飾
語
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
本
例
を

含
む
２
例
（
９１
ウ
９
・
９４
ウ
１
）
は
い
ず
れ
も
「
か
の
を
と
こ
」
の
形
で
会
話
文
中
で
の
相

手
へ
の
呼
び
か
け
と
解
し
て
「
そ
こ
の
男
」
と
訳
し
た
。　

●
９
そ
の
得え

た
る
物
、　　
『
宇
治
』「
そ
の
持
た
る
物
」、『
今
昔
』「
其
ノ
持
タ
ル
物
」。「
そ

の
」
は
、
中
称
代
名
詞
「
そ
」
に
格
助
詞
「
の
」
を
伴
っ
た
連
体
詞
。
本
集
用
例
は
１２７
例
。

「
そ
」
は
、『
角
川
古
語
大
辞
典
』
に
よ
れ
ば
、「
古
く
は
、
現
場
指
示
を
主
と
す
る
『
こ
』

に
対
し
、
既
述
の
物
や
事
柄
を
指
示
す
る
文
脈
指
示
に
用
い
る
の
が
普
通
。
…
中
略
…　

現
場
に
お
け
る
聞
き
手
の
領
域
を
指
示
す
る
中
称
代
名
詞
と
し
て
の
用
い
方
は
、
実
質
的

に
は
中
古
以
後
に
な
っ
て
確
認
で
き
る
」
と
す
る
。
現
場
指
示
、
す
な
わ
ち
直
接
見
て
い

る
と
思
わ
れ
る
用
例
は
、
本
例
の
他
に
第
五
五
話
「
そ
の
じ
や
の
う
へ
な
ふ
み
そ
（
８３
ウ

９
）」
の
み
で
あ
る
。
な
お
、
本
集
の
み
「
得
た
る
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
男
が

「
虻
」
を
観
音
様
か
ら
の
授
か
り
物
と
し
て
得
た
こ
と
を
暗
示
す
る
よ
う
な
表
現
で
あ
る
。

●
９
若わ
か

ぎ
み
の
召め

す
に
参
ま
い【
ゐ
】ら
せ
よ
」　　
『
宇
治
』「
若
公
の
召
す
に
参
ら
せ
よ
」、『
今
昔
』

「
若
君
ノ
召
ス
ニ
、
奉
レ
」。「
若
君
」
は
身
分
の
高
い
若
者
を
敬
っ
て
用
い
る
語
で
、
本

集
用
例
は
本
例
を
含
め
て
８
例
（
５９
オ
５
・
６０
オ
４
目
録
・
６８
ウ
９
・
６９
オ
２
・
６９
ウ
１
・
７０
オ

１
・
９１
ウ
９
・
９２
オ
３
）。
性
別
不
明
の
本
例
以
外
は
す
べ
て
男
性
で
あ
る
。
こ
の
「
若
君
」

は
「
女
車
の
前
の
す
だ
れ
を
う
ち
か
づ
き
て
ゐ
た
る
児
（
９１
ウ
４
）」
と
も
表
現
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
身
分
の
高
い
子
供
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。「
召
す
」
は
本
集
に
２２
例
用

い
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
内
訳
は
、「
①
（
人
を
）
お
呼
び
に
な
る
：
１５
例
、 

②
（
物
な
ど
を
）

お
取
り
寄
せ
に
な
る
：
４
例
、
③
（
食
べ
物
・
水
な
ど
を
）
召
し
上
が
る
：
２
例
、 

④
（
衣

服
を
）
お
召
し
に
な
る
：
１
例
」
で
あ
る
。
本
例
は
②
の
意
で
、
こ
こ
で
は
「
お
望
み
に

な
る
」
と
訳
す
。
な
お
、
本
話
に
は
他
に
３
例
（
９２
オ
３
②
の
意
・
９３
オ
７
③
の
意
・
９４
ウ
１０

③
の
意
）
あ
る
。「
に
」
は
順
接
の
接
続
助
詞
「
～
の
で
」
の
意
と
と
る
。「
ま
ゐ
ら
す
」

は
「
上
位
者
へ
物
な
ど
を
す
す
め
る
」
意
の
謙
譲
語
で
既
出
（『
古
本
説
話
集 

全
注
釈
』（
第

《
九
一
丁
ウ
７
》

《
八
六
丁
オ
６
》
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一
）
其
の
一
・
長
崎
純
心
大
学
編
「
純
心
人
文
研
究
」
第
23
号
・
二
〇
一
七
年
二
月
・
Ｐ
10 

参
照
）。　

【
九
二
丁
オ
】

●
１
か
く
仰
お
ほ
せ

言ご
と

候
（
さ
ぶ
ら
）へ

ば
、
参
ま
い【
ゐ
】ら

せ
候
（
さ
ぶ
ら
）は

ん
」　　
『
宇
治
』「
か
く
仰
事
候
へ
ば
、
参
ら
せ
て

候
は
ん
」、『
今
昔
』「
此
ク
召
セ
バ
奉
ラ
ム
」。「
仰
言
」
は
「
貴
人
の
ご
命
令
、
お
申
し

つ
け
」
の
意
。
本
集
用
例
は
本
例
の
み
。「
候
ふ
」
は
既
出
（
前
出
『
古
本
説
話
集 

全
注
釈
』

（
第
五
八
）
其
の
一
・
補
説
２
・
Ｐ
22 

参
照
）。 

●
２
取と

ら
せ
た
り
け
れ
ば
、　　
『
宇
治
』
同
文
、『
今
昔
』「
渡
タ
レ
バ
」。「
取
ら
す
」
は

「
与
え
る
」
の
意
で
、
本
集
用
例
は
３６
例
。
本
話
に
は
８
例
（
９２
オ
２
・
６
・
７
・
９３
ウ
１
・

９５
オ
７
・
９５
ウ
３
・
９７
オ
７
・
９８
ウ
８
）
用
い
ら
れ
て
い
る
。

●
２
「
こ
の
男
お【
を
】と
こ、
い
と
あ
は
れ
な
る
男
お【
を
】と
こ也
。　
　
『
宇
治
』
同
文
、『
今
昔
』「
糸
哀
レ
ニ
奉

タ
リ
」。「
あ
は
れ
な
り
」
は
既
出
（
前
出
『
古
本
説
話
集 

全
注
釈
』（
第
一
）
其
の
一
・
補
説
２
・

Ｐ
18 

参
照
）。
こ
こ
で
は
「
殊
勝
な
さ
ま
・
感
心
な
さ
ま
」
の
意
で
、
本
集
用
例
５５
例
中
６

例
（
８１
ウ
７
・
８２
オ
７
・
１０７
オ
１０
・
１０７
ウ
１０
・
１０９
オ
３
・
１３４
ウ
８
）
は
、
同
様
の
意
と
解
釈
さ
れ
る
。

●
３
若わ
か

君ぎ
み

の
召め

す
物
を
心
や
す
く
参
ま
い【
ゐ
】ら
せ
た
る
こ
と
」　　
『
宇
治
』「
や
す
く
参
ら
せ
た
る

事
」、『
今
昔
』
該
当
箇
所
な
し
。「
召
す
」
は
既
出
（
９１
ウ
10
）。「
心
や
す
し
」
は
「
気
軽

だ
・
他
人
に
心
遣
い
を
さ
せ
な
い
さ
ま
」
の
意
。
こ
こ
で
は
「
気
持
ち
よ
く
」
と
訳
す
。

本
集
用
例
は
、
他
に
１
例
（
１２７
ウ
５
）。「
こ
と
」
は
文
末
に
つ
い
て
感
動
の
意
を
表
す
。

本
集
用
例
は
全
８
例
（
２０
オ
４
・
２８
ウ
８
・
８１
ウ
１
・
７
・
９２
オ
４
・
９
・
９５
ウ
５
・
１２８
ウ
６
）
で
、

後
半
部
に
６
例
（
本
話
に
３
例
―
９２
オ
４
・
９
・
９５
ウ
５
）
を
見
出
だ
す
が
、
悲
し
み
や
喜
び

の
感
情
を
表
す
際
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
第
七
話
の
編
者
の
結
語
で
あ
る
「
い
と

め
で
た
き
事
（
２０
オ
４
）」
以
外
は
、
す
べ
て
会
話
文
か
心
内
文
で
あ
る
。

●
４
大だ
い
か
う
じ

柑
子
を
「
こ
れ
、
喉の
ど

渇か
は【
わ
】く

ら
ん
、
食た

べ
よ
」
と
て
、　　
『
宇
治
』
同
文
、『
今
昔
』

「『
喉
乾
ク
ラ
ム
。
此
レ
食
ヨ
』
ト
テ
」。「
大
柑
子
」
の
訓
み
と
古
辞
書
の
記
載
に
つ
い
て

は
、
既
に
本
話
の
表
題
の
項
目
で
先
述
し
た
と
お
り
で
あ
る
（
前
出
『
古
本
説
話
集 

全
注
釈
』

（
第
五
八
）
其
の
一
・
Ｐ
５ 

参
照
）。
本
集
に
は
、「
大
柑
子
」
３
例
（
６０
ウ
３
目
録
・
９２
オ
４
・

８
）、「
柑
子
」
８
例
（
９３
ウ
１
・
８
・
９４
オ
３
・
９５
オ
４
・
７
・
９５
ウ
２
・
９６
ウ
２
・
３
）、
計
１１

例
で
、
す
べ
て
本
話
に
関
わ
っ
て
い
る
。

↓  

●
５
い
と
か
う
ば
し
き
陸み

奥ち
の

国く
に

紙が
み　

　
『
宇
治
』
同
文
、『
今
昔
』「
馥
シ
キ
陸
奥
国
紙
」。

「
か
う
ば
し
き
」
は
「
か
お
り
が
よ
い
・
に
お
い
が
よ
い
」
の
意
。
本
集
に
は
本
例
を
含

め
て
３
例
あ
る
。「
た
き
物
ゝ
か
の
、
え
も
い
は
ず
か
う
ば
し
く
（
８
ウ
２
）」、「
う
す
い

ろ
の
き
ぬ
の
、
い
み
じ
う
か
う
ば
し
き
を
（
５４
ウ
４
）」
で
、
前
者
は
薫
き
物
、
後
者
は
衣

の
香
り
に
つ
い
て
述
べ
る
。「
陸
奥
国
紙
」
は
陸
奥
で
漉
か
れ
、
平
安
時
代
中
期
か
ら
鎌

倉
時
代
に
か
け
て
上
流
階
層
に
用
い
ら
れ
た
紙
で
あ
る
。「
檀
紙
」
と
も
呼
ば
れ
た
が
、

本
集
に
「
檀
紙
」
の
用
例
は
な
く
「
み
ち
の
く
に
が
み
」
の
み
が
本
例
の
他
に
１
例
、

「
ふ
と
こ
ろ
よ
り
、
み
ち
の
く
に
が
み
に
か
き
て
、
た
て
ま
つ
り
た
ま
へ
ば
（
１２
ウ
６
）」

で
、
大
納
言
が
懐
に
あ
っ
た
み
ち
の
く
に
紙
を
用
い
る
場
面
で
あ
る
。『
蜻
蛉
日
記
』
に

「
ふ
と
こ
ろ
よ
り
み
ち
の
く
に
が
み
に
て
ひ
き
む
す
び
た
る
ふ
み
の
、
か
れ
た
る
す
ゝ
き

に
さ
し
た
る
を
と
り
い
で
た
り
（「
新
大
系
」
Ｐ
２３２
）」、『
源
氏
』
に
「
み
ち
の
く
に
が
み
に

て
と
し
へ
に
け
れ
ば
、
き
ば
み
あ
つ
ご
え
た
る
五
六
枚
、
さ
す
が
に
か
う
に
い
と
ふ
か
く

し
み
た
る
に
か
き
給
へ
り
（「
新
大
系
三
」
若
菜
上
Ｐ
２８４
）」
と
あ
り
、
平
安
時
代
の
貴
族
社

会
で
は
「
陸
奥
国
紙
」
を
身
近
に
置
い
て
日
常
的
に
用
い
、
良
い
香
り
を
薫
き
し
め
る
習

わ
し
が
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

●
７
取と

り
つ
た
へ
て
、
虻あ
ぶ

取と

り
け
る
侍
さ
ぶ
ら
ひ

　
　
『
宇
治
』「
侍
、
と
り
つ
た
へ
て
と
ら
す
」、『
今

昔
』「
車
ヨ
リ
取
タ
レ
バ
、
給
ハ
リ
テ
」。「
車
ヨ
リ
」
は
、
本
集
と
『
宇
治
』
に
は
な
い

が
、
牛
車
か
ら
出
さ
れ
た
、
紙
に
包
ん
だ
大
柑
子
三
個
を
供
の
侍
が
受
け
取
っ
て
青
侍
に

与
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、「
あ
ぶ
と
り
け
る
さ
ぶ
ら
ひ
」
は
「
む
ま
に
の

り
て
と
も
に
あ
る
さ
ぶ
ら
ひ
（
９１
ウ
８
）」
の
言
い
換
え
と
み
な
し
た
。

●
９
木
の
枝え
だ

に
結ゆ

い【
ひ
】付つ

け
て
肩か
た

に
う
ち
か
け
て　
　
『
宇
治
』『
今
昔
』
同
文
。「
結
い
付
け
」

は
、
結
ん
で
離
れ
な
い
よ
う
に
す
る
意
。「
う
ち
か
け
て
」
は
、
ひ
ょ
い
と
ひ
っ
か
け
る

意
。
本
集
に
は
本
例
の
他
に
２
例
（
４４
ウ
１０
・
６６
ウ
１
）
あ
る
。
他
の
注
釈
書
に
は
、「
引

出
物
は
木
の
枝
に
結
ひ
つ
け
て
肩
に
か
け
る
の
が
、
當
時
の
風
習
で
あ
つ
た
（『
全
書
』）」、

「
当
時
の
風
習
と
し
て
褒
美
の
品
は
枝
に
結
び
付
け
る
の
が
、
作
法
の
一
つ
（『
新
大
系
』）」、

「
引
き
出
物
は
木
の
枝
に
つ
け
た
（『
新
間
論
文
』）」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。

補
説
１
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長（
は
つ
せ
で
ら
さ
ん
け
い
の
を
と
こ
、あ
ぶ
を
も
ち
て
だ
い
か
う
じ
に
か
ふ
る
こ
と
）

谷
寺

詣
男
、
以
蝱
替
大
柑
子
事
（
第
五
八
）

�

其
の
二
②
（
九
二
丁
オ
10
～
九
五
丁
ウ
６
）　

【
九
二
丁
オ
】（
一
八
七
頁
）

10　
「
ゆ
え【

ゑ
】あ

る
人ひ

と

【
九
二
丁
ウ
】（
一
八
八
頁
）

１　

の
忍し

の

び
て
参

ま
い【
ゐ
】る

よ
」
と
見み

え
て
、
侍

さ
ぶ
ら
ひな

ど
あ

２　

ま
た
具ぐ

し
て
、
徒か

歩ち

よ
り
参

ま
い【
ゐ
】る

女
房
の
、
歩あ

ゆ

み

３　

困こ
う

じ
て
、
た
ゞ（

だ
）困た

り
に
困た

り
居ゐ

た
る
が
、「
喉の

ど

４　

の
渇

か
は【
わ
】け

ば
水み

づ

飲の

ま
せ
よ
」
と
ゆ
き
入い

り
な
ん
ず

５　

る
樣

（
や
う
）に

す
れ
ば
、
供と

も

の
人
〴（

び
と
）〵

手て

惑ま
ど

ひ
を
し
て
、「
ち

６　

か
く
水み

づ

や
あ
る
」
と
走は

し

り
騒

さ
は【
わ
】ぎ

、
求も

と

む
れ
ど
も
、

７　

水み
づ

も
な
し
。「
こ
は
い
か
ゞ（

が
）せ

ん
ず
る
」「
御
旅は

た

籠ご

馬む
ま

８　

や
入い

り
に
た
る
」
とゝ（

と
）問

へ
ど
、「
は
る
か
に
後

を【
お
】くれ

た
り
」
と

９　

て
見み

え
ず
。
ほ
と
〳（

ほ
と
）〵

し
き
や
う
に
見み

ゆ
れ
ば
、
ま
こ
と
に

10　

騒
さ
は【
わ
】ぎ

惑ま
ど

ひ
て
、
為し

扱あ
つ
か

う【
ふ
】を

見み

て
、「
喉
渇か

は【
わ
】き

【
九
三
丁
オ
】（
一
八
九
頁
）

１　

て
騒

さ
は【
わ
】ぐ

人
よ
」
と
見み

え
て
け
れ
ば
、
や
を
ら
歩あ

ゆ

み

２　

寄よ

り
た
る
に
、「
こ
ゝ（

こ
）な

る
男

お【
を
】と
ここ

そ
、
水み

づ

の
あ
り
所

（
ど
こ
ろ
）

３　

は
知し

り
た
る
ら
め
」「
こ
の
辺へ

ん

近ち
か

く
、
水み

づ

の
清き

よ

４　

き
所
や
あ
る
」
とゝ（

と
）問

ひ
け
れ
ば
、「
こ
の
四
、
五
町ち

や
うが

う
ち

５　

に
は
清き

よ

き
水み

づ

候
（
さ
ぶ
ら
）は

じ
。
い
か
な
る
こ
と
の
候

（
さ
ぶ
ら
ふ
）に

か
」

６　

とゝ（
と
）問

ひ
け
れ
ば
、「
歩あ

ゆ

み
困こ

う

ぜ
さ
せ
給

（
た
ま
ひ
）て

、
御
喉の

ど

の

７　

渇
か
は【
わ
】か

せ
給

（
た
ま
ひ
）て

、
水み

づ

召め

さ
ん
と
仰お

ほ

せ
ら
る
ゝ（

る
）に

、

８　

水み
づ

の
な
き
が
大
事
な
れ
ば
た
えづ

ぬ
る
ぞ
」
と
言い

ひ

９　

け
れ
ば
、「
不ふ

便び
む

に
候

さ
ぶ
ら
ふこ

と
か
な
。
水み

づ

候
（
さ
ぶ
ら
ふ
）所

は

10　

遠
と
を【
ほ
】き

也
。
汲く

み
て
帰か

へ

り
参

ま
い【
ゐ
】ら

ば
、
程ほ

ど

経へ

候
（
さ
ぶ
ら
ひ
）な

ん
。  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

『
今
昔
物
語
集
』（
巻
第
十
六
参
長
谷
男
依
観
音
助
得
富
語
第
二
十
八
）

（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
35
・
一
九
九
三
年
・
岩
波
書
店
・
底
本
：
東
大
本
甲
）

 

品
不
賤
ヌ
人

忍
テ
侍
ナ
ド

具
シ
テ
、
歩
ヨ
リ
長
谷
ヘ
参
ル
有
リ
。
其
ノ
人
歩
ビ

極
テ
只
垂
ニ
垂
居
タ
ル
ヲ
見
レ
バ
、「
喉

乾
テ
、
水
飲
セ
ヨ
。
既
ニ
捶
入

ト
ス
」
ト
云
ヘ
ド
モ
、
共
ノ
人
〻
手
ヲ
迷
シ
テ
、

「
近
ク
水
ヤ
有
ル
」
ト
騒
ギ
求
ド
モ
、

水
無
シ
。「
此
ハ
何
ガ
セ
ム
ト
為
ル
」

ト
云
フ
間
ニ
、
此
ノ
男
和
ラ
歩
ビ

寄
タ
ル
ニ
、「
此
ノ
辺
近
ク
浄
キ
水
有
ル
所

知
タ
リ
ヤ
」

ト
問
ヘ
バ
、
男
ノ
云
ク
、「
近
ク
ハ

水
不
候
ハ
ズ
。
但
シ
、
何
ナ
ル
事
ノ
候
ニ
カ
」

ト
。
人
〻
ノ
云
ク
、「
長
谷
ニ
参
ラ
セ
給
フ
人
ノ
歩
極
ゼ
サ
セ
給
テ
、
御
喉

乾
カ
セ
給
ヒ
タ
レ
バ
、
水
ヲ
求
ル
也
。」
ト
。

男
ノ
云
ク
、
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是
迄
為
相
卿



【
九
三
丁
ウ
】（
一
九
〇
頁
）

　
　
是

為
氏
卿

１　

こ
れ
は
い
か
ゞ（

が
）」

と
て
、
包

つ
（ゝ
つ
）み

た
る
柑か

う

子じ

を
三み

つ
な
が
ら
取と

２　

ら
せ
た
れ
ば
、
喜よ

ろ
こび

騒
さ
は【
わ
】ぎ

て
食く

は
せ
た
れ
ば
、

３　

そ
れ
を
食く

ひ
て
、
や
う
〳（

や
う
）〵

目め

を
見み

開あ

け
て
、「
こ
は
い
か
な
り

４　

つ
る
こ
と
ぞ
」
と
言い

ふ
。「
御
喉の

ど

渇か
は【
わ
】か

せ
給

（
た
ま
ひ
）け

れ
ば
『
水み

づ

飲の

ま

５　

せ
よ
』
と
仰お

ほ

せ
ら
れ
つ
る
ま
ゝ（

ま
）に

、
御
と
の
ご
も
り
入い

ら
せ

６　

給
（
た
ま
ひ
）つ

れ
ば
、
水み

づ

求も
と

め
候さ

ぶ
らひ

つ
れ
ど
も
、
清き

よ

き
み

７　

づ
も
候さ

ぶ
らは

ざ
り
つ
る
に
、
こ
ゝ（

こ
）に

候
（
さ
ぶ
ら
ふ
）

男
お【
を
】と
この

、
思
ひ

８　

が
け
ぬ
に
、
そ
の
心
を
得え

て
候

（
さ
ぶ
ら
ひ
）け

る
に
や
、
こ
の
柑か

う

子じ

９　

を
三み

つ
奉

た
て
ま
つり

た
り
つ
れ
ば
、
参

ま
い【
ゐ
】ら

せ
た
り
つ
る

10　

也
」
と
言い

ふ
に
、
こ
の
女
房
「
我は

さ
は

喉の
ど

渇か
は【
わ
】き

て
絶た

え
入い

り
た

【
九
四
丁
オ
】（
一
九
一
頁
）

１　

り
け
る
に
こ
そ
有

（
あ
り
）け

れ
。『
水み

づ

飲の

ま
せ
よ
』
と
言い

ひ
つ
る
ば
か

２　

り
は
、
を【

お
】の

づ
か
ら
お
ぼ
ゆ
れ
ど
、
そ
の
後（ゝ

の
）ちの

事
は
、
い
か
に

３　

も
つ
ゆ
お
ぼ
え
ず
。
こ
の
柑か

う

子じ

得え

さ
せ
ざ
ら
ま
し
か
ば
、

４　

こ
の
野（ゝ

の
）中

に
て
消き

え
入い

り
な
ま
し
。
嬉う

れ

し
か
り

５　

け
る
男

お【
を
】と
こか

な
。
こ
の
男を

と
こは

ま
だ
あ
る
か
」
とゝ（

と
）問

へ
ば
、「
か

６　

し
こ
に
ま
だ
候

（
さ
ぶ
ら
ふ
）」

と
言い

へ
ば
、「
そ
の
男

お【
を
】と
こ

暫し
ば

し
あ
れ
と

７　

言い

へ
。
い
み
じ
か
ら
ん
こ
と
あ
り
と
も
、
絶た

え
入い

り
果は

て
な
ま

８　

し
か
ば
、
か
ひ
な
く
て
こ
そ
止や

み
な
ま
し
か
。
こ
の
を
と

９　

こ
の
嬉う

れ

し
と
思
ふ
ば
か
り
の
事
は
、
か
ゝ（

か
）る

旅た
び

に
て
は

10　

い
か
ゞ（

が
）せ

ん
ず
る
」
と
て
、「
食く

ひ
物
な
ど
は
持も

て
来き

た
る
か
。

【
九
四
丁
ウ
】（
一
九
二
頁
）

１　

物
な
ど
食く

は
せ
て
や
れ
」
と
言い

へ
ば
、「
か
の
男を

と
こ、

し
ば

２　

し
候さ

ぶ
らへ

。
御
旅は

た

籠ご

馬む
ま

な
ど
参

ま
い【
ゐ
】り

た
ら
ん
に
、
物
な
ど

「
己
レ
柑
子
三
ツ
ヲ
持
タ
リ
。
此
レ
奉
ラ
ム
」
ト
。

其
ノ
時
ニ
、
主
人
ハ
極
ジ
テ
寝
入
タ
ル
ニ
、
人
寄
テ
驚
カ
シ
テ
、

「
此
ナ
ル
男
コ
ノ

柑
子
ヲ

持
タ
ル
ヲ
奉
レ
ル

也
」
ト
云
テ
、
柑
子
三
ツ
ヲ
奉
レ
バ
、
主
人
ノ
云
ク
、「
我
ハ
喉
乾
テ
既
ニ
絶
入
シ
タ

リ
ケ
ル
ニ
コ
ソ
有
ケ
レ
」
ト
云
テ
、

柑
子
ヲ
食
テ
、「
此
ノ
柑
子
無
カ
ラ
マ
シ
カ
バ
、

旅
ノ
空
ニ
テ
絶
入
リ
畢
マ
シ
。
極
テ
喜
シ
キ
事
也
。

其
ノ
男
ハ
何
コ
ニ
有
ゾ
」
ト
問
ヘ
バ
、

「
此
ニ
候
」
ト
答
フ
。
主
人
ノ
云
ク
、

「
彼
ノ
男

ノ
喜
シ
ト
思
許
ノ
事
ハ
、

何
ガ
可
為
キ
。
食
物
ナ
ド
ハ
持
来
タ
ル
カ
。

食
ハ
セ
テ
遣
ハ
セ
」
ト
云
ヘ
バ
、
其
ノ
由
ヲ
男
ニ
云
フ
ニ
、
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３　

食た

べ
て
罷ま

か

れ
」
と
言い

へ
ば
、「
う
け
給

（
た
ま
）は

り
ぬ
」
と
て
い【

ゐ
】た

る
程ほ

ど

に
、

４　

旅は
た

籠ご

馬む
ま

や
皮か

は

籠ご

馬む
ま

な
ど
来き

着つ

き
た
り
。「
な
ど
、

５　

か
く
は
る
か
に
後

を【
お
】くれ

て
、
遅

を【
お
】そく

は
参

ま
い【
ゐ
】る

ぞ
。
御
旅は

６　

籠た
ご

馬む
ま

な
ど
は
常つ

ね

に
先さ

き

に
立た

ち
、
候さ

ぶ
らふ

こ

７　

そ
よ
け
れ
。
頓と

み

の
こ
と
な
ど
も
あ
る
に
、
か
く
後

を【
お
】くる

８　

る
ゝ（

る
）は

よ
き
こ
と
か
」
な
ど
言い

ひ
て
、
や
が
て
そ
こ
に
屏へ

い

幔ま
ん

９　

引ひ

き
、
畳

た
（ゝ
た
）みど

も
な
ど
敷し

き
て
、「
水み

づ

ぞ
遠と

ほ

か
な
れ

10　

ど
、
困こ

う

ぜ
さ
せ
給

（
た
ま
ひ
）に

た
れ
ば
、
人
の
召め

し

物
は
こ
ゝ（

こ
）に

て
召め

【
九
五
丁
オ
】（
一
九
三
頁
）

１　

す
べ
き
な
り
」
と
て
と
ま
り
ぬ
。
夫（

ぶ
）ど

も
や
り
な
ど
し
て
、

２　

水み
づ

汲く

ま
せ
食く

ひ
物
し
い
だ
し
た
れ
ば
、
そ
の
男

お【
を
】と
こ

３　

に
い
と
清き

よ

げ
に
物
し
て
食く

は
せ
た
り
。
物
を
食く

ふ
〳（

く
ふ
）〵

、

４　

あ
り
つ
る
か
ら
し
を
「
何な

に

ゝ（
に
）な

ら
ん
ず
ら
む
。
観

く
わ
ん

５　

音を
ん

導み
ち
びか

せ
給

（
た
ま
ふ
）こ

と
な
れ
ば
、
よ
も
む
な
し
く
いて

は
止や

６　

ま
じ
」
と
思
ひ
た
る
ほ
ど
に
、
白し

ろ

く
よ
き
布ぬ

の

を
三み

匹む
ら

７　

取と

り
出い

で
ゝ（

て
）、「

こ
れ
、
あ
の
男

お【
を
】と
こに

取と

ら
せ
よ
。
こ
の
柑か

う

８　

子じ

の
喜よ

ろ
こび

は
言い

ひ
尽つ

く
す
べ
き
方か

た

も
な
け
れ
ど
も
、

９　

か
ゝ（

か
）る

旅た
び

に
て
は
、
嬉う

れ

し
と
思
ふ
ば
か
り
の
事
は
、
い
か
ゞ（

が
）

10　

は
せ
む
ず
る
。
こ
れ
は
た
ゞ（

だ
）心

ざ
し
の
初は

じ

め
を
見み

す
る
也
」

【
九
五
丁
ウ
】（
一
九
四
頁
）

１　
「
亰
の
お
は
し
いま

し

所
は
、
そ
こ
〳（

そ
こ
）〵

に
な
ん
を【

お
】は

し
ま
す
。
か

２　

な
ら
ず
参

ま
い【
ゐ
】れ

。
こ
の
柑か

う

子じ

のか
は
り
の物

は
、
賜た

ば
ん
ず
る
ぞ
」
と

３　

言い

ひ
て
、
布ぬ

の

三
匹む

ら

を
取と

ら
せ
た
れ
ば
、
喜よ

ろ
こび

て
布ぬ

の

４　

を
取と

り
て
、「
藁わ

ら

筋す
ぢ

一ひ
と

つ
が
布ぬ

の

三み

匹む
ら

に
な
り
ぬ
る

５　

こ
と
」ゝ（

と
）思

ひ
て
、
脇わ

き

に
挟は

さ

み
て
罷ま

か

る
ほ
ど
に
、
そ
の
日
は

６　

暮く

れ
に
け
り
。

旅
籠
馬
・
皮
子
馬
ナ
ド
将
来
ヌ
。

即
チ
屛
幔
引
、

畳
敷
ナ
ド
シ
テ
、

昼
ノ
食
物
此
ニ
テ
奉
ラ
ム
ズ
。
此
ノ
男
ニ
モ

食
セ
タ
レ
バ
食
ヒ
ツ
。

主
人
此
ノ
男
ニ
云
ク
、

清
キ
布
ヲ
三
段

取
出
シ
テ
給
テ
云
ク
、「
此
ノ
柑

子
ノ
喜
シ
サ
ハ
可
云
尽
ク
モ
無
ケ
レ
ド
モ
、

此
ル
旅
ニ
テ
ハ
何
ニ
カ
ハ
セ
ム
ト
為
ル
。

只
此
ハ
志
ノ
初
メ
許
ヲ
見
ス
ル
也
。

京
ニ
ハ
其
〻
ニ
ナ
ム
有
ル
。

必
ズ
参
レ
」
ト
テ
、
其
ノ
所
ヲ
云
ヌ
。

男
布
三
段
ヲ
脇
ニ
挟
ム
デ
、

「
藁
筋
一
ツ
ガ
布
三
段
ニ
成
ヌ
ル
事
、
此
レ
観
音
ノ
御
助
也
ケ
リ
」
ト
、

心
ノ
内
ニ
喜
テ
行
ク
程
ニ
、
其
ノ
日

暮
ヌ
レ
バ
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「
身
分
の
あ
り
そ
う
な
人
が
お
忍
び
で
参
詣
す
る
こ
と
よ
」
と
見
え
て
、
従
者
な
ど
を
大

勢
連
れ
て
、
歩
い
て
（
長
谷
寺
に
）
参
詣
す
る
女
房
で
、
歩
き
疲
れ
て
、
た
だ
た
だ
く
た

び
れ
て
座
り
込
ん
で
し
ま
っ
て
い
る
の
が
、「
喉
が
渇
い
た
の
で
水
を
飲
ま
せ
よ
」
と
息

絶
え
て
し
ま
い
そ
う
な
よ
う
に
す
る
の
で
、
供
の
人
々
は
あ
わ
て
ふ
た
め
い
て
、「
近
く

に
水
は
あ
る
か
」
と
あ
ち
ら
こ
ち
ら
走
り
回
っ
て
騒
ぎ
、
探
し
求
め
る
け
れ
ど
も
、
水
も

な
い
。「
こ
れ
は
ど
う
し
よ
う
か
」「
御
旅
籠
馬
（
の
荷
に
水
）
が
入
っ
て
い
る
か
」
と
問

う
が
、「（
御
旅
籠
馬
は
）
は
る
か
（
遠
く
）
に
後
れ
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
で
（
姿
が
）
見

え
な
い
。（
女
房
の
）
命
が
危
な
い
よ
う
に
見
え
る
の
で
、（
供
の
人
々
が
）
本
当
に
（
切
羽
詰
っ

て
）
大
声
を
あ
げ
慌
て
ふ
た
め
い
て
、
も
て
あ
ま
し
て
い
る
の
を
（
青
侍
が
）
見
て
、「
喉

が
渇
い
て
騒
ぐ
人
よ
」
と
思
え
た
の
で
、
そ
っ
と
近
寄
っ
た
と
こ
ろ
、（
供
人
た
ち
は
）「
こ

こ
に
い
る
男
は
、
き
っ
と
水
の
あ
り
か
を
知
っ
て
い
る
だ
ろ
う
」（
と
言
い
、
青
侍
に
）「
こ

の
辺
り
近
く
、
水
が
き
れ
い
な
と
こ
ろ
は
あ
る
か
」
と
尋
ね
た
の
で
、（
青
侍
が
）「
こ
の
四
、

五
町
（
約
５００
メ
ー
ト
ル
）
の
内
に
は
き
れ
い
な
水
は
あ
り
ま
す
ま
い
。
ど
の
よ
う
な
こ
と
が

ご
ざ
い
ま
し
た
か
」
と
尋
ね
た
の
で
、（
供
人
は
）「（
主
人
が
） 

歩
き
疲
れ
な
さ
っ
て
、
御

喉
が
渇
き
な
さ
っ
て
、
水
を
召
し
上
が
り
た
い
と
お
っ
し
ゃ
る
の
だ
が
、
水
の
な
い
の
が

大
変
な
の
で
探
し
て
い
る
の
だ
」
と
言
っ
た
の
で
、（
青
侍
は
）「
気
の
毒
な
こ
と
で
ご
ざ

い
ま
す
ね
。
水
の
あ
り
ま
す
所
は
（
こ
こ
か
ら
）
遠
い
の
で
す
。（
水
を
）
汲
ん
で
帰
っ
て

ま
い
り
ま
す
な
ら
ば
、
時
間
が
か
か
る
で
し
ょ
う
。
こ
れ
は
い
か
が
で
す
か
」
と
言
っ
て
、

（
陸
奥
国
紙
に
）
包
ん
で
あ
る
柑
子
を
三
つ
と
も
与
え
た
の
で
、（
供
人
た
ち
が
）
喜
び
騒
い

で
食
べ
さ
せ
た
と
こ
ろ
、（
女
房
は
）
そ
れ
を
食
べ
て
、
や
っ
と
目
を
見
開
い
て
、「
こ
れ

は
ど
う
し
た
こ
と
か
」
と
言
う
。（
供
人
は
）「
御
喉
が
渇
き
な
さ
っ
た
の
で
、『
水
を
飲
ま

せ
よ
』
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
ま
ま
、
す
っ
か
り
気
を
失
っ
て
し
ま
わ
れ
た
の
で
、
水
を
探
し

ま
し
た
が
、
き
れ
い
な
水
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
時
に
、
こ
こ
に
お
り
ま
す
男
が
、
思

い
も
よ
ら
な
い
こ
と
に
、
そ
の
事
情
を
悟
り
ま
し
た
の
で
し
ょ
う
か
、
こ
の
柑
子
を
三
つ

献
上
し
た
の
で
、
差
し
上
げ
た
の
で
す
」
と
言
う
と
、
こ
の
女
房
が
「
私
は
そ
れ
で
は
喉

が
渇
い
て
気
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
な
あ
。『
水
を
飲
ま
せ
よ
』と
言
っ
た
こ
と
だ
け
は
、

自
然
と
思
い
出
さ
れ
る
が
、
そ
の
後
の
こ
と
は
、
ど
う
に
も
全
く
お
ぼ
え
て
い
な
い
。
こ

の
柑
子
を
も
ら
わ
な
か
っ
た
ら
、
こ
の
野
中
で
死
ん
で
し
ま
っ
た
だ
ろ
う
。
あ
り
が
た
い

男
だ
な
あ
。
こ
の
男
は
ま
だ
い
る
か
」
と
尋
ね
る
と
、（
供
人
が
）「
あ
そ
こ
に
ま
だ
お
り

ま
す
」
と
言
う
の
で
、（
女
房
は
）「
そ
の
男
に
し
ば
ら
く
い
る
よ
う
に
と
言
え
。
す
ば
ら

し
い
こ
と
が
あ
っ
て
も
、死
ん
で
し
ま
っ
た
な
ら
ば
、（
長
谷
参
り
の
）
甲
斐
も
な
く
終
わ
っ

て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
こ
の
男
が
嬉
し
い
と
思
う
ほ
ど
の
こ
と
（
十
分
な
お
礼
）
は
、
こ
の

よ
う
な
旅
で
は
ど
う
し
よ
う
か
、ど
う
し
よ
う
も
な
い
」と
言
っ
て
、「
食
べ
物
な
ど
は
持
っ

て
来
て
い
る
か
。
何
か
食
わ
せ
て
や
れ
」
と
言
っ
た
の
で
、（
供
人
が
）「
そ
こ
の
男
、
し

ば
ら
く
（
こ
こ
に
）
い
な
さ
い
。
御
旅
籠
馬
な
ど
が
参
っ
た
時
に
、
食
べ
物
な
ど
い
た
だ

い
て
お
い
と
ま
し
な
さ
い
」
と
言
う
と
、（
青
侍
は
）「
承
知
い
た
し
ま
し
た
」
と
言
っ
て
（
そ

こ
に
）
い
た
間
に
、旅
籠
馬
や
皮
籠
馬
な
ど
が
到
着
し
た
。「
ど
う
し
て
、こ
の
よ
う
に
ず
っ

と
遠
く
に
後
れ
て
、
遅
く
参
る
の
か
。
御
旅
籠
馬
な
ど
は
い
つ
も
先
頭
に
立
っ
て
、
控
え

て
い
る
こ
と
こ
そ
よ
い
の
だ
。
急
な
こ
と
な
ど
も
あ
る
の
に
、
こ
の
よ
う
に
後
れ
る
の
は

よ
い
こ
と
か
」
な
ど
言
っ
て
、そ
の
ま
ま
そ
こ
に
幔
幕
を
引
き
、薄
縁
な
ど
を
敷
い
て
、（
供

人
は
）「
水
（
の
あ
る
所
）
は
遠
い
そ
う
だ
が
、（
ご
主
人
様
は
）
す
っ
か
り
お
疲
れ
な
さ
っ
て

い
る
の
で
、
ご
主
人
様
の
お
食
事
は
こ
こ
で
お
と
り
に
な
る
の
が
よ
い
の
だ
」
と
言
っ
て

（
そ
の
場
に
）
と
ど
ま
っ
た
。
人
夫
た
ち
を
や
る
な
ど
し
て
、
水
を
汲
ま
せ
食
べ
物
を
用
意

し
た
の
で
、
そ
の
男
に
た
い
そ
う
き
ち
ん
と
整
え
て
食
べ
さ
せ
た
。（
男
は
）
物
を
食
べ
食

べ
、
先
ほ
ど
の
柑
子
（
の
こ
と
）
を
「
何
に
な
る
だ
ろ
う
か
。
観
音
が
お
導
き
な
さ
る
こ

と
な
の
で
、
ま
さ
か
無
駄
に
は
終
わ
る
ま
い
」
と
思
っ
て
い
る
う
ち
に
、（
女
房
が
）
白
く

上
等
な
布
を
三
匹
取
り
出
し
て
、「
こ
れ
を
、
あ
の
男
に
与
え
よ
。
こ
の
柑
子
の
お
礼
は

言
い
尽
く
す
こ
と
も
で
き
な
い
が
、
こ
の
よ
う
な
旅
先
で
は
、（
男
が
）
嬉
し
い
と
思
う
ほ

ど
の
（
お
礼
を
す
る
）
こ
と
は
、
ど
う
し
よ
う
か
、
ど
う
し
よ
う
も
な
い
。
こ
れ
は
た
だ

お
礼
の
気
持
ち
の
初
め
を
見
せ
る
の
だ
」。（
供
人
は
）「（
ご
主
人
様
の
）京
で
の
お
住
ま
い
は
、

ど
こ
そ
こ
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
。必
ず（
訪
ね
て
）参
れ
。こ
の
柑
子
の
代
わ
り
の
も
の
は
、き
っ

と
下
さ
る
だ
ろ
う
よ
」
と
言
っ
て
、
布
三
匹
を
与
え
た
の
で
、（
男
は
）
喜
ん
で
布
を
受
け

取
っ
て
、「
藁
筋
一
本
が
布
三
匹
に
な
っ
た
こ
と
よ
」
と
思
っ
て
、（
も
ら
っ
た
布
を
）
脇
に

口
語
訳
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挟
ん
で
（
女
房
の
前
か
ら
）
お
い
と
ま
す
る
う
ち
に
、
そ
の
日
は
暮
れ
て
し
ま
っ
た
。

【
九
二
丁
オ
】

●
１０
「
ゆ
え【
ゑ
】あ
る
人ひ
と　

　
『
宇
治
』「
ゆ
へ
」、『
今
昔
』「
品
不
賤
ヌ
人
」。
本
集
に
「
ゆ
え

（
ゑ
）」
の
用
例
は
他
に
３
例
（
１２
ウ
１０
―
理
由
・
１８
オ
１０
―
原
因
・
１００
ウ
６
―
理
由
）
あ
る
が
、

こ
こ
で
は
「
人
の
素
性
や
身
分
な
ど
が
す
ぐ
れ
て
由
緒
の
あ
る
こ
と
」
の
意
。
な
お
、
こ

こ
か
ら
大
柑
子
三
つ
を
布
三
匹
（
み
む
ら
）
に
替
え
る
話
が
６７
行
（
９５
ウ
６
ま
で
）
に
わ

た
っ
て
続
く
。

↓  

【
九
二
丁
ウ
】

●
１
あ
ま
た
具ぐ

し
て
、
徒か

歩ち

よ
り
参
ま
い【
ゐ
】る

女
房　
　
『
宇
治
』
同
文
、『
今
昔
』「
具
シ
テ
、
歩

ヨ
リ
長
谷
ヘ
参
ル
有
り
」。「
徒
歩
」
は
、
本
集
に
は
本
例
の
み
。「
女
房
」
は
、
こ
こ
で

は
「
身
分
あ
る
女
性
」
の
意
。

↓  

●
２
歩あ
ゆ

み
困こ
う

じ
て
、　　
『
宇
治
』
同
文
、『
今
昔
』「
其
ノ
人
歩
ビ
極
テ
」。「
歩
み
困
ず
」
は
、

歩
き
疲
れ
て
こ
れ
以
上
は
歩
け
な
い
状
態
。『
日
国
』「
あ
ゆ
む
」
の
【
語
誌
】
に
よ
れ
ば
、

「
あ
る
く
」「
あ
り
く
」
が
散
漫
な
移
動
や
方
々
へ
の
徘
徊
を
表
す
の
に
対
し
、「
あ
ゆ
む
」

は
一
点
を
目
標
に
し
た
確
実
な
進
行
を
意
味
す
る
。
女
房
が
長
谷
寺
を
一
心
に
目
指
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。「
こ
う
（
困
）
ず
」
は
、『
日
国
』「
困
ず
る
」
の
【
語
誌
】
に
、

「
サ
変
動
詞
『
困
（
こ
ん
）
ず
』
が
音
便
化
し
た
も
の
と
す
る
の
が
通
説
だ
が
、『
極
』
と

表
記
し
た
例
が
多
く
見
ら
れ
、
複
合
動
詞
を
形
成
す
る
こ
と
も
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、『
極
』

の
呉
音
ゴ
ク
が
サ
変
動
詞
化
し
、
音
便
化
し
た
も
の
と
す
る
説
が
有
力
と
な
っ
て
き
て
い

る
」
と
あ
る
。

●
３
た
ゞ（
だ
）困た

り
に
困た

り
居ゐ

た
る
が
、　　
『
宇
治
』
同
文
、『
今
昔
』「
只
垂
ニ
垂
居
タ
ル
ヲ
見

レ
バ
」。「
た
だ
＋
動
詞
連
用
形
＋
に
」
の
形
は
ひ
た
す
ら
そ
の
行
為
を
推
し
進
め
る
さ
ま

を
表
わ
し
、
あ
と
に
同
じ
動
詞
を
繰
り
返
す
の
が
普
通
で
あ
る
（
山
口
康
子
『
今
昔
物
語
集

の
文
章
研
究
』「
第
三
章 

第
二
節 

強
調
―
―
同
一
動
詞
反
復
形
式
―
―
」
お
う
ふ
う
・
二
〇
〇
〇
年 

参
照
）。「
困
（
た
）
る
」
は
「
く
た
び
れ
る
」
の
意
。
諸
注
釈
は
『
今
昔
』
の
表
記
に
合

わ
せ
て
「
垂
る
」
と
す
る
が
、
古
辞
書
「
垂
」
の
項
に
「
ツ
カ
ル
」
の
意
味
の
訓
み
は
見

当
た
ら
な
い
。
ま
た
『
日
国
』
の
見
出
し
「
た
る
」
は
「
疲
る
」
の
字
を
あ
て
る
が
、

「
疲
」
に
「
タ
ル
」
の
訓
み
も
な
い
。『
名
義
抄
』「
困
」
に
は
形
容
詞
「
タ
ル
シ
」・
動
詞

「
ツ
カ
ル
」
ど
ち
ら
の
訓
み
も
あ
る
の
で
、「
タ
ル
シ
」
の
動
詞
形
「
タ
ル
」
も
認
め
ら
れ

る
と
判
断
し
、
こ
こ
で
は
「
困
」
の
字
を
あ
て
る
。「
居
る
」
は
す
わ
る
、
腰
を
お
ろ
す

意
。
く
た
び
れ
果
て
て
座
り
込
ん
で
い
る
様
。

●
４
ゆ
き
入い

り
な
ん
ず
る
樣
（
や
う
）に
す
れ
ば
、　　
『
宇
治
』「
消
え
入
や
う
に
す
れ
ば
」、『
今
昔
』

「
既
ニ
捶
入
ト
ス
ト
云
ヘ
ド
モ
」。「
ゆ
く
」
は
、『
総
索
引
』
で
は
「
逝
」
の
漢
字
を
使
う
。

死
ぬ
意
。「
入
る
」
は
補
助
動
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
て
、
す
っ
か
り
そ
う
な
る
、
ほ
と
ん

ど
そ
う
な
る
意
を
表
わ
す
。
本
集
に
お
け
る
「
ゆ
き
入
る
」
は
本
例
の
み
。
他
は
、「
ゆ

く
」
２４
例
・「
ゆ
き
や
る
」
１
例
で
あ
る
が
、「
死
ぬ
」
意
は
な
い
。「
ん
ず
る
」
は
助
動

詞
「
む
ず
」
の
連
体
形
。
既
出
（
前
出
『
古
本
説
話
集 

全
注
釈
』（
第
五
八
）
其
の
一
・
Ｐ
14 

参

照
）。
な
お
、「
其
の
一
」
で
は
、「
後
半
３１
例
の
う
ち
、
２７
例
は
会
話
文
」
と
す
る
が
、

内
訳
で
８
例
（
９５
オ
４
・
１０１
ウ
２
・
１０５
ウ
３
・
１１４
ウ
１
・
１２５
ウ
６
・
７
・
１２６
オ
１０
・
１０
）
は
心
内

文
で
あ
る
。

↓  

 

●
５
手て

惑ま
ど

ひ
を
し
て
、　　
『
宇
治
』
同
文
、『
今
昔
』「
手
ヲ
迷
シ
テ
」。「
手
惑
ひ
」
は
、

慌
て
ふ
た
め
く
こ
と
。
う
ろ
た
え
ま
ご
つ
く
こ
と
。
本
例
の
他
に
１
例
（
４５
オ
５
）
あ
る
。

●
７｢

御
旅は
た

籠ご

馬む
ま

や
入い

り
に
た
る
」　　
『
宇
治
』「
御
旅
籠
馬
に
や
、
も
し
あ
る
」、『
今
昔
』

該
当
箇
所
な
し
。
旅
籠
馬
は
旅
行
者
の
食
べ
物
や
手
回
り
品
を
入
れ
た
も
の
を
運
ぶ
馬
。

「
御
」
は
供
人
か
ら
女
房
に
対
す
る
敬
意
を
表
す
。
諸
注
釈
は
『
宇
治
』
に
合
わ
せ
て

「
や
」
の
前
の
「
に
」
が
落
ち
た
も
の
と
す
る
。
本
集
に
お
け
る
「
入
る
」（
自
動
詞
ラ
行

四
段
）
の
用
例
は
、
本
例
を
含
め
て
３１
例
。
う
ち
２２
例
は
、
助
詞
「
に
」
な
ど
を
と
も
な

う
補
語
を
と
っ
て
い
る
。
補
語
を
と
ら
な
い
９
例
の
う
ち
本
例
を
除
く
８
例
（
８
オ
１
・

語
釈
・
語
法

補
説
１
・
２

補
説
２

『
類
聚
名
義
抄　

観
智
院
本
』（
八
木
書
店
・
二
〇
一
八
年
）

補
説
３

純 心 人 文 研 究　第 28 号　2022
椎葉・安倍・市瀬・川浪・金・椎葉・福田・山口『古本説話集  全注釈』長谷寺　詣男、以蝱替大柑子事（第五八）

　　　　　　　　　　其の二（九一丁オ７～九五丁ウ６）

―　199　―

（
四
二
）



３４
ウ
１０
・
４４
オ
２
・
４４
オ
３
・
１０２
ウ
１０
・
１０５
オ
９
・
１０８
オ
１
・
１１７
オ
４
）
は
、
人
や
物
が
外
か
ら

内
へ
、
ま
た
は
特
定
の
範
囲
に
入
る
様
子
を
表
し
て
い
る
。
本
例
の
場
合
「
御
旅
籠
馬
」

を
主
語
に
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
例
え
ば
旅
籠
馬
が
京
に
入
る
際
は
「
入
る
」
と
言

え
る
が
、
本
例
の
場
合
、
女
房
の
い
る
辺
り
を
特
定
の
範
囲
と
は
み
な
し
に
く
い
。
よ
っ

て
、『
総
索
引
』
の
「
行
移
り
に
よ
る
『
に
』
脱
か
」
に
従
い
、「
御
旅
籠
馬
（
の
荷
に
水
）

が
入
っ
て
い
る
か
」
と
解
釈
す
る
。

●
９
ほ
と
〳（
ほ
と
）〵
し
き
や
う
に　
　
『
宇
治
』「
ほ
と
〳
〵
し
き
さ
ま
に
」、『
今
昔
』
該
当
箇
所

な
し
。「
ほ
と
〳
〵
し
」
は
、
事
が
迫
っ
て
危
う
い
様
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
命
が
危
な
い

状
態
。『
名
義
抄
』
に
は
「
ホ
ト
〳（

ホ
ド
）〵

」、『
字
類
抄
』
に
は
「
ホ
ト
ヲ
ト
」
と
あ
る
。『
総

索
引
』
の
み
「
ほ
と
ほ
ど
し
」
と
訓
む
が
、『
名
義
抄
』
の
記
載
に
基
づ
く
も
の
と
思
わ

れ
る
。
本
集
に
は
本
例
の
み
。

●
１０
騒さ
は【
わ
】ぎ
惑ま
ど

ひ
て
、
為し

扱あ
つ
か

う【
ふ
】　

　
『
宇
治
』
同
文
、『
今
昔
』
該
当
箇
所
な
し
。「
騒
ぎ
惑

ふ
」
は
、
や
か
ま
し
い
声
を
た
て
慌
て
ふ
た
め
く
こ
と
。
本
集
に
は
本
例
の
み
。「
為
扱

ふ
」
は
、「
処
置
に
困
る
・
も
て
あ
ま
す
」
の
意
。
本
集
に
は
本
例
の
み
。
九
二
丁
ウ
６

「
走
り
騒
ぎ
」
と
類
似
の
表
現
を
繰
り
返
す
こ
と
で
、
供
の
人
々
の
困
惑
の
度
合
い
を
よ

り
一
層
強
調
し
て
い
る
。

【
九
三
丁
オ
】

●
１
や
を
ら
歩あ
ゆ

み
寄よ

り
た
る
に
、　　
『
宇
治
』「
や
は
ら
歩
み
寄
り
た
る
に
」、『
今
昔
』「
和

ラ
歩
ビ
寄
タ
ル
ニ
」。「
や
を
ら
」
は
「
静
か
に
ゆ
っ
く
り
と
動
く
」
意
。
そ
っ
と
。「
や

を
ら
」「
や
は
ら
」
は
ほ
ぼ
同
義
で
あ
る
が
、
そ
の
相
互
関
係
は
明
確
で
な
い
。
歴
史
的

仮
名
遣
い
に
つ
い
て
研
究
し
た
『
疑
問
仮
名
遣
』（
本
居
清
造
編
・
勉
誠
社
・
一
九
一
二
年
）

の
「
や
お
ら
（
徐
々
）」
の
項
目
に
は
、「
や
を
ら
」
を
正
用
と
し
、「
や
ほ
ら
」
の
可
能

性
も
あ
る
が
、「
や
ほ
ら
」
の
確
例
は
な
い
と
す
る
。
本
集
に
は
、「
や
を
ら
」
１１
例
・

「
や
は
ら
」
１
例
、
い
ず
れ
も
仮
名
書
き
で
あ
る
。『
宇
治
』
に
は
、「
や
を
ら
」
４
例
・

「
や
は
ら
」
１１
例
・「
や
わ
ら
」
１
例
、
い
ず
れ
も
仮
名
書
き
で
あ
る
。『
今
昔
』
に
は
、

「
和
」
５８
例
・「
耎
」
２
例
・「
軟
」
１
例
・「

」
１
例
・「
弱
」
１
例
と
、
五
種
類
の
漢

字
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。『
源
氏
（「
新
大
系
」）』
に
は
、「
や
を
ら
」
５０
例
・「
や
お
ら
」

３
例
、
い
ず
れ
も
仮
名
書
き
で
あ
る
。
な
お
、「
や
を
（
お
）
ら
」
の
初
出
は
『
宇
津
保
』、

「
や
は
（
わ
）
ら
」
の
初
出
は
『
源
氏
』
青
表
紙
本
の
一
本
で
あ
る
。『
日
国
』「
や
わ
ら
」

の
【
語
誌
】
に
は
、「
や
を
（
お
）
ら
」
と
「
や
は
（
わ
）
ら
」
は
併
用
さ
れ
る
が
、
一
七

～
一
八
世
紀
頃
か
ら
「
や
は
（
わ
）
ら
」
は
衰
退
し
、「
や
を
（
お
）
ら
」
が
勢
力
を
得
て

現
代
に
至
る
と
す
る
。

●
２
「
こ
ゝ（
こ
）な
る
男
お【
を
】と
ここ
そ
、
水み
づ

の
あ
り
所
（
ど
こ
ろ
）は
知し

り
た
る
ら
め
」　　
『
宇
治
』
同
文
、『
今

昔
』「
此
ノ
辺
近
ク
浄
キ
水
有
ル
所
知
タ
リ
ヤ
」。「
あ
り
所
」
は
、
あ
り
か
。
本
例
の
他

の
「
有
と
こ
ろ
」
２
例
（
５５
ウ
４
・
１２１
ウ
６
）
は
、
い
ず
れ
も
「
人
の
居
る
場
所
」
の
意
。

●
４
「
こ
の
四
、
五
町ち
や
うが
う
ち
に
は　
　
『
宇
治
』
同
文
、『
今
昔
』「
此
ノ
辺
近
ク
」。「
町
」

は
距
離
の
単
位
。
一
町
は
６０
間
、
す
な
わ
ち
３６０
尺
、
約
１０９
メ
ー
ト
ル
に
あ
た
る
。「
四
、

五
町
」
は
５００
メ
ー
ト
ル
前
後
で
あ
る
。
本
集
の
「
ち
や
う
」
は
、
距
離
３
例
（
６３
オ
３
・

９３
オ
４
・
１０５
ウ
９
）・
面
積
２
例
（
９８
ウ
８
・
１０９
オ
５
）。　

●
８
水み
づ

の
な
き
が
大
事
な
れ
ば
た
えづ

ぬ
る
ぞ
」　　

原
本
「
た
え
ぬ
る
そ
」
と
あ
り
、「
え
」

に
斜
線
を
引
い
て
見
せ
消
ち
と
し
、
右
横
に
「
つ
」
と
記
す
。『
宇
治
』
同
文
、『
今
昔
』

「
水
ヲ
求
ル 
也
」。「
大
事
」
は
、
既
出
（
前
出
『
古
本
説
話
集 

全
注
釈
』（
第
五
八
）
其
の
一
・

Ｐ
12 

参
照
）。「
た
づ
ぬ
」
は
探
し
求
め
る
意
。

『
類
聚
名
義
抄　

観
智
院
本
』

『
色
葉
字
類
抄　

前
田
本
三
巻
本
』（
尊
経
閣
善
本
影
印
集
成
18
・
八
木
書
店
・
一
九
九
九
年
）
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●
９
「
不ふ

便び
む

に
候
さ
ぶ
ら
ふこ
と
か
な
。　
　
『
宇
治
』「
不
便
に
候
御
事
か
な
」、『
今
昔
』
該
当
箇
所

な
し
。「
ふ
び
む
（
不
便
）」
は
、
既
出
（
前
出
『
古
本
説
話
集 

全
注
釈
』（
第
一
）
其
の
一
・
Ｐ

18
、
前
出
『
古
本
説
話
集 
全
注
釈
』（
第
五
八
）
其
の
一
・
Ｐ
13 

参
照
）。
こ
こ
で
は
「
気
の
毒

な
こ
と
」
の
意
。『
古
典
基
礎
語
辞
典
』（
大
野
晋
編
・
角
川
学
芸
出
版
・
二
〇
一
二
年
）、『
角

川
古
語
大
辞
典
』
に
は
、
平
安
仮
名
文
で
は
主
と
し
て
男
性
の
会
話
文
に
用
い
ら
れ
る
と

あ
る
。
本
集
で
は
本
例
を
含
め
て
２
例
、
両
例
と
も
男
性
の
会
話
文
で
あ
る
。
他
作
品
の

用
例
を
確
認
す
る
。『
源
氏
』
は
９
例
、
い
ず
れ
も
男
性
の
会
話
文
で
あ
る
。『
今
昔
』
は

１５
例
、
会
話
文
は
１１
例
（
男
性
９
・
女
性
１
・
猿
１
）
と
な
っ
て
い
る
。『
宇
治
』
は
１０
例
用

い
ら
れ
て
お
り
会
話
文
は
６
例
、
い
ず
れ
も
男
性
の
会
話
文
で
あ
る
。

●
１０
程ほ
ど

経へ

候
（
さ
ぶ
ら
ひ
）な
ん
。
こ
れ
は
い
か
ゞ（
が
）」　　

『
宇
治
』
同
文
、『
今
昔
』
該
当
箇
所
な
し
。

「
程
経
（
ほ
ど
ふ
）」
は
、「
時
間
が
か
か
る
」
意
。
九
三
丁
オ
左
下
隅
に
「
是
迄
為
相
卿
」、

九
三
丁
ウ
右
上
隅
に
「
是

為
氏
卿
」
の
付
箋
が
あ
る
。
本
集
に
は
五
枚
の
付
箋
が
あ
り
、

こ
れ
は
四
・
五
枚
目
で
、
こ
れ
よ
り
前
に
は
「
是
迄
為
氏
卿

（
３３
オ
）」・「
是
ま
て
為
氏
と
あ
れ
と
も
阿
仏
尼
な
ら
ん
（
３３

オ
）」・「
是
ゟ
為
相
卿
（
３３
ウ
）」
の
三
枚
が
あ
る
。
付
箋
に

つ
い
て
言
及
し
て
い
る
諸
氏
（
田
山
方
南
・
川
口
久
雄
の
解
説
・

山
内
洋
一
郎
の
論
文
な
ど
）
は
、
付
箋
の
信
頼
性
は
確
か
め
が

た
い
が
、
本
集
が
複
数
の
手
に
よ
る
も
の
で
同
時
期
の
書
写

と
考
え
ら
れ
る
と
す
る
。
本
稿
に
お
い
て
は
、
山
内
洋
一
郎

氏
の
提
示
す
る
本
文
四
筆
説
に
従
っ
て
、
九
三
丁
オ
の
末
尾

「
候
な
ん
」
で
第
三
筆
が
終
了
し
、
九
三
丁
ウ
一
行
「
こ
れ

は
」
か
ら
第
四
筆
（
別
筆
）
が
始
ま
る
と
み
る
。
な
お
、
四

枚
目
の
付
箋
に
記
さ
れ
た
「
為
相
」（

１２６３
～

１３２８
）
は
父
藤
原
為
家
、
母
阿
仏
尼
。
冷
泉
家
の

祖
で
鎌
倉
期
の
歌
人
で
あ
る
。
五
枚
目
の
付
箋
に
記
さ
れ
た
「
為
氏
」（

１２２２
～

１２８６
）
は
父
藤

原
為
家
、
母
宇
都
宮
頼
綱
の
娘
。
二
条
家
の
祖
で
鎌
倉
期
の
歌
人
で
あ
る
。　

【
九
三
丁
ウ
】

●
１
三み

つ
な
が
ら
取と

ら
せ
た
れ
ば
、　　
『
宇
治
』「
三
な
が
ら
と
ら
せ
た
り
け
れ
ば
」、『
今

昔
』
該
当
箇
所
な
し
。「
な
が
ら
」
は
副
助
詞
で
既
出
（
前
出
『
古
本
説
話
集 

全
注
釈
』（
第

一
）
其
の
一
・
Ｐ
５ 

参
照
）。
数
詞
「
み
（
三
）
つ
」
を
受
け
て
、「
す
べ
て
、
…
と
も
」
の

意
。「
と
ら
す
」
は
「
与
え
る
」
の
意
で
既
出
（
９２
オ
２
）。

●
５
御
と
の
ご
も
り
入い

ら
せ
給
（
た
ま
ひ
）つ

れ
ば
、　　
『
宇
治
』「
御
殿
籠
り
入
ら
せ
給
つ
れ
ば
」、

『
今
昔
』
該
当
箇
所
な
し
。「
御
と
の
ご
も
る
」
の
用
例
は
他
に
２
例
（
１０
オ
５
・
７３
オ
４
）

で
、
本
例
の
み
「
す
っ
か
り
そ
う
な
る
」
を
意
味
す
る
補
助
動
詞
「
入
る
」
を
伴
う
。

「
御
と
の
ご
も
る
」
は
「
大
殿
籠
（
お
お
と
の
ご
も
る
）」
と
同
義
で
「
寝
る
、
眠
る
」
の
尊

敬
語
で
あ
る
（『
古
本
説
話
集 

全
注
釈
』（
第
一
）
其
の
三
・
長
崎
純
心
大
学
編
「
純
心
人
文
研
究
」

第
25
号
・
二
〇
一
九
年
二
月
・
Ｐ
9
、
椎
葉
富
美
・
川
浪
玲
子
「
上
代
に
お
け
る
『
御
』
字
の
使
用
状

況
に
つ
い
て
」・
長
崎
純
心
大
学
大
学
院
編
「
人
間
文
化
研
究
」
第
17
号
・
二
〇
一
九
年
二
月 

参
照
）。

こ
こ
で
は
気
絶
し
た
こ
と
を
婉
曲
に
示
し
て
い
る
。「
給
つ
れ
ば
」
に
つ
い
て
、『
総
索

引
』
は
「
給
へ
れ
ば
」
と
訓
ん
で
お
り
、「『
給
へ
れ
』
の
字
体
は
『
つ
』
よ
り
は
『
へ
』

で
あ
る
が
、『
給
つ
れ
ば
』
と
あ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
」
と
し
て
い
る
。「
つ
」
と
「
へ
」
の

字
体
の
見
分
け
は
困
難
で
あ
り
、
ま
た
、
こ
の
前
後
に
完
了
の
助
動
詞
「
つ
」
を
多
用
し

て
い
る
こ
と
（
９３
ウ
４
・
５
・
６
・
７
・
９
）
か
ら
、
本
稿
で
は
「
給
つ
れ
ば
」
と
訓
む
。

●
８
そ
の
心
を
得え

て
候
（
さ
ぶ
ら
ひ
）け

る
に
や
、　　
『
宇
治
』「
そ
の
心
を
得
て
」、『
今
昔
』
該
当
箇
所

な
し
。「
そ
の
」
は
前
の
文
脈
を
指
す
指
示
詞
。「
心
を
得
」
は
「
意
味
を
理
解
す
る
・
事

《
九
三
丁
オ
８
》

《
九
三
丁
ウ
６
》

《
九
三
丁
オ
左
下
隅
》

《
九
三
丁
ウ
右
上
隅
》
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情
を
さ
と
る
」
の
意
で
本
集
用
例
は
本
例
の
み
。
本
集
で
は
打
消
を
伴
っ
た
用
例
と
し
て

「
こ
ゝ
ろ
も
え
ね
ど
も
（
７２
ウ
１０
）」、「
こ
ゝ
ろ
も
え
ざ
り
け
れ
ば
（
１３１
ウ
７
）」
が
あ
り
、

ど
ち
ら
も
「
わ
け
が
わ
か
ら
な
い
・
事
情
が
わ
か
ら
な
い
」
の
意
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。

同
義
「
心
得
（
こ
こ
ろ
う
）」
の
用
例
は
本
集
に
３
例
（
１２７
ウ
７
・
１０
・
１３３
オ
１０
）
あ
り
、
こ

ち
ら
も
す
べ
て
打
消
の
助
動
詞
「
ず
」
を
伴
っ
て
、「
わ
け
が
わ
か
ら
な
い
・
不
思
議
だ
」

の
意
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
場
面
で
は
、
打
消
の
助
動
詞
を
伴
わ
ず
、
水
が
な
く
困

り
果
て
て
い
る
女
房
な
ど
の
様
子
を
青
侍
が
悟
っ
た
こ
と
を
表
し
て
い
る
。「
に
や
」
は

断
定
の
助
動
詞
「
な
り
」
の
連
用
形
「
に
」
に
、
疑
問
の
係
助
詞
「
や
」
が
つ
い
た
形
で
、

結
び
の
「
あ
ら
む
」
が
省
略
さ
れ
て
い
る
も
の
と
み
る
。　

●
１０
絶た

え
入い

り
た
り
け
る
に
こ
そ
有
（
あ
り
）け
れ
。　
　
『
宇
治
』
同
文
、『
今
昔
』「
既
ニ
絶
入
シ

タ
リ
ケ
ル
ニ
コ
ソ
有
ケ
レ
」。「
絶
え
入
る
」
は
、
生
気
を
失
っ
て
気
絶
す
る
、
ひ
ど
く
困

惑
し
た
り
茫
然
と
し
た
り
す
る
状
態
を
表
す
。
本
集
に
は
本
例
を
含
め
て
３
例
あ
る
。

「『
と
を
う
い
に
し
人
な
り
け
り
』
と
思
ふ
に
、
え
や
た
え
ざ
り
け
む
、
や
が
て
た
え
い
り

て
、
ひ
え
す
く
み
に
け
り
（
４８
オ
６
）」「
い
み
じ
か
ら
ん
こ
と
あ
り
と
も
、
た
え
い
り
は

て
な
ま
し
か
ば
（
９４
オ
７
）」
で
、
い
ず
れ
も
同
じ
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。

【
九
四
丁
オ
】

●
４
消き

え
入い

り
な
ま
し
。　
　
『
宇
治
』
同
文
、『
今
昔
』「
絶
入
リ
畢
マ
シ
」。「
消
え
入
る
」

は
、「
息
が
絶
え
て
し
ま
う
・
気
絶
す
る
・
仮
死
状
態
に
な
る
」
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ

こ
で
は
、「
死
ぬ
」
の
意
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
本
集
に
は
本
例
の
み
で
あ
る
。

●
４
嬉う
れ

し
か
り
け
る
男
お【
を
】と
こか
な
。　
　
『
宇
治
』
同
文
、『
今
昔
』「
極
テ
喜
シ
キ
事
也
」。「
嬉

し
」
は
、
本
集
に
は
、
本
例
も
含
め
て
１４
例
あ
る
。
こ
こ
で
は
、「
あ
り
が
た
い
・
か
た

じ
け
な
い
」
の
意
で
、
大
柑
子
を
も
ら
っ
た
女
房
の
青
侍
に
対
す
る
感
謝
の
気
持
ち
を
表

す
。

●
５
「
か
し
こ
に
ま
だ
候
（
さ
ぶ
ら
ふ
）」。　

　
『
宇
治
』「
か
し
こ
に
候
」、『
今
昔
』「
此
ニ
候
」。「
か

し
こ
」
は
話
し
手
と
相
手
と
の
双
方
か
ら
離
れ
た
場
所
を
指
し
示
す
意
（
あ
そ
こ
）
と
、

話
の
中
で
語
ら
れ
た
場
所
を
指
し
示
す
意
（
そ
こ
）
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
「
あ
そ
こ
」
と

訳
す
。
本
集
に
は
、
本
例
の
他
に
「
ま
づ
か
し
こ
に
き
を
ゝ
き
て
（
１０７
ウ
６
）」
が
あ
る
。

●
７
絶た

え
入い

り
果は

て
な
ま
し
か
ば
、　　
『
宇
治
』「
絶
え
入
は
て
な
ば
」、『
今
昔
』
該
当
箇

所
な
し
。
た
だ
し
、『
今
昔
』
に
は
「
消
え
入
り
な
ま
し
（
９４
オ
４
）」
に
相
当
す
る
箇
所

で
、「
絶
入
リ
畢
マ
シ
」
と
あ
る
。「
絶
え
入
り
果
つ
」
は
、「
絶
え
入
る
」
に
補
助
動
詞

「
果
つ
」
が
付
け
ら
れ
「
す
っ
か
り
絶
え
入
っ
て
し
ま
う
」、
す
な
わ
ち
「
死
に
果
て
る
」

と
い
う
意
で
あ
る
。『
日
国
』「
は
（
果
）
て
る
」
の
【
語
誌
】
に
よ
る
と
、「
は
て
る
」

は
限
定
さ
れ
た
物
・
期
間
な
ど
が
、
そ
の
終
局
に
到
達
す
る
こ
と
を
原
義
と
す
る
。「
は

つ
（
果
）」
は
、
本
集
に
は
本
例
の
他
に
５
例
（
３２
オ
２
・
４３
オ
４
・
４３
ウ
８
・
９０
オ
９
・
１１０
オ

１
）
あ
る
が
、
す
べ
て
原
義
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。

【
九
四
丁
ウ
】

●
１
物
な
ど
食く

は
せ
て
や
れ
」　　
『
宇
治
』「
食
は
せ
て
や
れ
」、『
今
昔
』「
食
ハ
セ
テ
遣
ハ

セ
」
と
あ
り
、
と
も
に
「
物
な
ど
」
が
な
い
。「
物
な
ど
」
は
、「
何
か
食
べ
物
」
の
意
。

「
食
ふ
」
は
既
出
（
前
出
『
古
本
説
話
集 

全
注
釈
』（
第
五
八
）
其
の
一
・
補
説
３
・
Ｐ
24 

参
照
）。

●
１
「
か
の
男
お【
を
】と
こ、
し
ば
し
候さ
ぶ
らへ
。　
　
『
宇
治
』「
あ
の
男
、
し
ば
し
候
へ
」、『
今
昔
』
該

当
箇
所
な
し
。「
か
」
は
遠
称
を
示
す
。
女
房
の
指
示
を
受
け
た
供
人
の
言
葉
で
あ
る
。

「
さ
ぶ
ら
ふ
」
は
謙
譲
語
。
女
房
に
対
す
る
敬
意
を
表
す
。

●
２
物
な
ど
食た

べ
て
罷ま
か

れ
」　　
『
宇
治
』
同
文
、『
今
昔
』
該
当
箇
所
な
し
。「
食
ぶ
」
は
既

出
（
前
出
『
古
本
説
話
集 

全
注
釈
』（
第
五
八
）
其
の
一
・
補
説
３
・
Ｐ
24 

参
照
）。「
罷
る
」
は
、

貴
人
の
そ
ば
か
ら
退
出
す
る
こ
と
。
本
集
に
は
、
他
に
４
例
（
４６
オ
１０
・
４６
ウ
１
・
９５
ウ
５
・

１０５
ウ
８
）
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
供
人
が
女
房
の
言
葉
を
青
侍
に
そ
の
ま
ま
伝

え
ず
、
女
房
へ
の
敬
意
を
込
め
て
言
い
か
え
て
い
る
。

●
４
皮か
は

籠ご

馬む
ま　

　
「
皮
籠
」
は
竹
な
ど
で
編
ん
だ
上
に
皮
を
張
っ
た
、
蓋
つ
き
の
籠
の
こ
と
。

小
泉
和
子
氏
は
、「
道
具
が
語
る
生
活

史
９３
」（『
週
刊
朝
日
百
科　

日
本
の
歴
史

123
号
』「
行
李
」・
朝
日
新
聞
社
・
一
九
八
八

年 

参
照
）
で
、「
皮
籠
」
は
平
安
時
代

は
皮
を
張
っ
た
箱
で
あ
っ
た
が
、
室

町
時
代
頃
に
な
る
と
皮
製
の
物
は
ほ

皮籠つくり
『七十一番職人歌合』
東京国立博物館蔵

（e 國寶より）
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と
ん
ど
な
く
な
り
、『
七
十
一
番
職
人
歌
合
』（

１５００
年
頃
の
成
立
か
）
の
「
皮
籠
」
も
、
竹
か

楊
（
や
な
ぎ
）
を
網
代
編
み
に
し
た
も
の
で
あ
る
と
述
べ
る
。「
皮
籠
馬
」
は
、
そ
れ
を

負
っ
て
運
ぶ
馬
。『
新
大
系
』
は
、「
参
詣
に
際
し
て
の
供
物
・
施
物
始
め
所
用
に
宛
て
る

た
め
の
品
物
を
運
ぶ
馬
。
布
施
に
絹
・
布
・
紙
な
ど
が
多
く
用
い
ら
れ
た
」
と
注
す
る
。

●
５
御
旅は

籠た
ご

馬む
ま

な
ど
は
常つ
ね

に
先さ
き

に
立た

ち
、
候さ
ぶ
らふ
こ
そ
よ
け
れ
。　
　
『
宇
治
』「
御
旅
籠
馬
な

ど
は
、
つ
ね
に
さ
き
だ
つ
こ
そ
よ
け
れ
」、『
今
昔
』
該
当
箇
所
な
し
。
諸
注
釈
は
「
候
」

を
補
助
動
詞
と
す
る
が
、
こ
こ
で
は
、
貴
人
の
側
に
控
え
る
意
の
動
詞
で
、
供
人
の
女
房

に
対
す
る
敬
意
を
表
す
と
と
る
。  

●
７
頓と
み

の
こ
と
な
ど
も
あ
る
に
、　　
『
宇
治
』
同
文
、『
今
昔
』
該
当
箇
所
な
し
。「
頓
」
は

間
を
お
か
な
い
様
で
、「
急
・
に
わ
か
」
の
意
。『
土
佐
日
記
』
承
平
五
年
一
月
一
六
日
条

に
「
か
ぜ
な
み
、
と
に
に
や
む
べ
く
も
あ
ら
ず
（「
新
大
系
」
Ｐ
１４
）」
の
例
か
ら
、「
頓
」

の
字
音
（ton

）
に
母
音
（i

）
を
加
え
て
開
音
節
化
し
た
「
ト
ニ
」
が
「
ト
ミ
」
に
転
じ
た

も
の
と
言
わ
れ
る
。「
に
」
は
逆
接
の
接
続
助
詞
。

●
７
か
く
後
を【
お
】くる
る
ゝ（
る
）は
よ
き
こ
と
か
」　　
『
宇
治
』「
か
く
を
く
る
ゝ
は
よ
き
事
か
」、『
今

昔
』
該
当
箇
所
な
し
。「
ゝ
」
は
改
行
に
よ
る
衍
字
と
見
る
。「
よ
き
こ
と
か
」
は
反
語
。

●
８
や
が
て
そ
こ
に
屏へ

い

幔ま
ん

引ひ

き
、　　
『
宇
治
』

「
や
が
て
幔
引
き
」、『
今
昔
』「
即
チ
屛
幔
引
」。

「
や
が
て
」
は
、
既
出
（
前
出
『
古
本
説
話
集 

全

注
釈
』（
第
五
八
）
其
の
一
・
Ｐ
10 

参
照
）。
前
の

事
態
に
引
き
続
い
て
次
の
事
態
の
起
こ
る
さ

ま
を
表
す
語
、
そ
の
ま
ま
」
の
意
。「
屏
幔
」

は
、
貴
人
が
屋
外
で
人
の
視
線
を
遮
る
た
め

に
、
周
囲
に
張
り
巡
ら
す
幕
。
幔
幕
、
幔
と
も
。

●
９
畳
た
（ゝ
た
）みど
も
な
ど
敷し

き
て
、　　
『
宇
治
』「
畳
な
ど
敷
き
て
」、『
今
昔
』「
畳
敷
ナ
ド
シ
テ
」。

畳
は
む
し
ろ
、
ご
ざ
、
こ
も
、
な
ど
の
敷
物
の
総
称
。
薄
縁
の
類
。

●
９
「
水み
づ

ぞ
遠と
ほ

か
な
れ
ど
、
困こ
う

ぜ
さ
せ
給
（
た
ま
ひ
）に
た
れ
ば
、　
『
宇
治
』「
水
遠
か
ん
な
れ
ど
、
困

ぜ
さ
せ
給
た
れ
ば
」、『
今
昔
』
該
当
箇
所
な
し
。「
と
ほ
（
遠
）
か
な
り
」
は
、
撥
音
便

の
無
表
記
に
推
定
の
助
動
詞
「
な
り
」
が
つ
い
た
も
の
。「
遠
い
そ
う
だ
が
」
の
意
。「
こ

う
（
困
）
ず
」
は
既
出
（
９２
ウ
３
・
９３
オ
６
）。

●
１０
人
の
召め
し

物
は
こ
ゝ（
こ
）に
て
召め

す
べ
き
な
り
」
と
て
と
ま
り
ぬ
。　
　
『
宇
治
』「
召
し
物
は

こ
ゝ
に
て
参
ら
す
べ
き
也
」、『
今
昔
』「
昼
ノ
食
物
此
ニ
テ
奉
ラ
ム
ズ
」。「
人
の
召
物
」

は
、『
全
書
』
で
は
「『
人
の
』
は
軽
い
意
味
で
め
し
も
の
に
接
す
る
修
飾
語
。
必
ず
し
も

女
房
の
食
物
と
限
定
さ
れ
な
い
」
と
注
す
る
が
、『
新
間
論
文
』
で
は
「
ご
主
人
様
の
お

食
事
」、『
新
大
系
』
で
は
「『
人
の
』
は
物
語
な
ど
の
表
現
で
は
、
具
体
的
に
誰
と
指
摘

で
き
る
人
物
を
意
味
す
る
こ
と
が
多
い
。
こ
こ
も
「
徒
歩
よ
り
参
る
女
房
」
即
ち
女
主
人

を
意
識
し
て
い
る
語
と
見
る
」
と
注
す
る
。
こ
こ
は
供
人
の
言
葉
だ
が
、女
主
人
を
「
人
」

と
呼
び
、
そ
の
動
作
を
「
召
す
べ
き
な
り
」
と
す
る
の
は
や
や
違
和
感
が
あ
る
。『
宇
治
』

『
今
昔
』
と
も
に
「
人
の
」
が
な
い
こ
と
、『
宇
治
』「
参
ら
す
べ
き
也
」、『
今
昔
』「
奉
ラ

ム
ズ
」
と
謙
譲
表
現
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
集
の
文
脈
に
や
や
乱
れ
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

「
召
す
」
は
既
出
（
９１
ウ
１０
）。「
と
ま
る
」
は
「
そ
の
場
に
と
ど
ま
る
」
の
意
。　

【
九
五
丁
オ
】

●
１
夫（
ぶ
）ど
も
や
り
な
ど
し
て
、
水み
づ

汲く

ま
せ
食く

ひ
物
し
い
だ
し
た
れ
ば
、　　
『
宇
治
』
同
文
、

『
今
昔
』
該
当
箇
所
な
し
。「
夫
」
は
夫
役
の
人
夫
。「
し
い
だ
す
」
は
、「
食
べ
物
な
ど
を

調
え
る
」
の
意
。　

●
２
そ
の
男
お【
を
】と
こに
い
と
清き
よ

げ
に
物
し
て
食く

は
せ
た
り
。　
　
『
宇
治
』「
此
男
に
清
げ
に
し
て

食
は
せ
た
り
」、『
今
昔
』
該
当
箇
所
な
し
。「
清
げ
な
り
」
は
、
整
っ
て
き
れ
い
な
さ
ま
。

「
物
す
」
は
、
こ
こ
で
は
「
食
事
を
用
意
す
る
」
の
意
。

●
３
物
を
食く

ふ
〳（
く
ふ
）〵　

　
『
宇
治
』
同
文
、『
今
昔
』
該
当
箇
所
な
し
。「
食
ふ
〳
〵
」
は
動

作
の
反
復
を
示
す
。
本
集
に
お
け
る
動
詞
終
止
形
の
繰
返
し
は
、
他
に
「
ゆ
が
む
〳
〵
」

《
九
四
ウ
７
》
行
末
「
を
く
る
」

《
九
四
ウ
８
》
行
頭
「
る
ゝ
は
よ
き
」

『年中行事絵巻』巻７「屏幔」
（日本絵巻大成 8・小松茂美
編・中央公論社・1977 年）
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１
例
（
４４
オ
９
）、「
泣
く
泣
く
」
８
例
（
４３
オ
１
・
５５
ウ
１
・
７７
ウ
２
・
７８
ウ
４
・
７９
ウ
２
・
１００

オ
６
・
１０１
オ
７
・
１１５
ウ
５
）、
計
９
例
あ
る
。
動
詞
終
止
形
の
重
複
は
動
作
の
反
復
・
継
続

を
表
し
て
い
た
が
、
次
第
に
動
詞
性
を
失
い
副
詞
化
し
て
い
く
。（
蜂
谷
真
郷
『
国
語
重
複

語
の
語
構
成
論
的
研
究
』「
第
三
章　

動
詞
の
重
複
（
一
）」
塙
書
房
・
一
九
九
八
年 

参
照
）。

●
４
あ
り
つ
る
か
ら
し
を
「
何な
に

ゝ（
に
）な
ら
ん
ず
ら
む
。
観
く
わ
ん

音を
ん

導み
ち
びか
せ
給
（
た
ま
ふ
）こ
と
な
れ
ば
、　　
『
宇

治
』「
あ
り
つ
る
柑
子
、
な
に
に
か
な
ら
ん
ず
ら
ん
。
観
音
は
か
ら
せ
給
事
な
れ
ば
、
よ

も
む
な
し
く
て
は
や
ま
じ
と
思
ゐ
た
る
程
に
」、『
今
昔
』
該
当
箇
所
な
し
。「
あ
り
つ
る
」

は
さ
き
ほ
ど
の
意
。「
か
ら
し
」
は
、『
岩
波
文
』『
全
書
』
で
は
「
か
う
じ
」
と
訓
み
、

『
総
索
引
』『
全
註
解
』『
全
訳
注
』『
新
大
系
』『
新
間
論
文
』
で
は
「
か
ら
し
」
と
訓
む
。

「
か
う
じ
」
と
訓
め
る
字
体
も
あ
る
（
92
オ
４
・
92
オ
８
）
が
、
本
稿
で
は
『
総
索
引
』
他

の
注
釈
書
に
従
う
。
な
お
、
本
集
は
、「
あ
り
つ
る
柑
子
を
」
と
「
を
」
が
あ
る
の
で
、

『
宇
治
』
の
よ
う
に
心
内
文
に
入
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
さ
ら
に
、『
宇
治
』
は
観
音
の

お
告
げ
の
こ
と
ば
「
い
さ
ゝ
か
な
る
こ
と
は
か
ら
ひ
給
を
は
り
ぬ
（
９０
ウ
５
）」
を
受
け
て

「
観
音
は
か
ら
せ
給
事
」
と
す
る
が
、
本
集
は
「
観
音
導
か
せ
給
こ
と
」
と
よ
り
よ
い
道

を
教
え
示
す
「
導
く
」
を
用
い
る
。「
導
く
」
は
本
例
の
他
に
３
例
（
８７
オ
５
・
１０４
ウ
５
・

８
）
用
い
ら
れ
、
帝
釈
天
・
行
基
菩
薩
・
仏
な
ど
が
導
く
と
す
る
。「
む
ず
」
は
既
出
（
９２

ウ
４
）。「
む
ず
ら
ん
」
は
、『
日
国
』
の
【
語
誌
】
に
は
、「
中
古
か
ら
『
む
ず
』
の
単
純

終
止
は
少
な
く
、
終
止
形
の
大
半
が
『
ら
む
』
を
下
接
す
る
も
の
で
、
中
世
に
至
っ
て
急

激
に
増
大
す
る
。
本
来
は
『
ら
む
』
が
現
在
推
量
な
ど
の
意
味
機
能
を
担
っ
て
い
た
と
思

わ
れ
る
が
、
時
代
が
下
る
と
と
も
に
『
む
ず
』
と
の
弁
別
は
難
し
く
な
る
」
と
あ
る
。
こ

こ
も
単
な
る
推
量
で
あ
る
。
な
お
、
本
集
に
は
「
む
ず
ら
む
」
が
他
に
４
例
（
１０１
ウ
２
・

１２５
ウ
６
・
７
・
１２６
オ
１０
）
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
心
内
文
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。

↓  

●
５
よ
も
む
な
し
く

は
て

止や

ま
じ
」　　
『
宇
治
』
同
文
、『
今
昔
』
該
当
箇
所
な
し
。「
よ

も
」
は
打
消
推
量
の
助
動
詞
「
じ
」
を
伴
っ
て
、「
ま
さ
か
…
…
な
い
だ
ろ
う
」
の
意
。

本
集
に
は
、
他
に
本
話
に
１
例
（
９９
オ
３
）
あ
る
。「
む
な
し
」
は
「
無
駄
で
あ
る
」
の
意

で
、
本
集
に
は
本
例
の
み
で
あ
る
。

●
６
白し
ろ

く
よ
き
布ぬ
の

を
三み

匹む
ら　

　
『
宇
治
』「
白
く
よ
き
布
を
三
匹
」、『
今
昔
』「
清
キ
布
ヲ
三

段
」。「
布
」
は
、
麻
・
苧
麻
・
葛
な
ど
の
植
物
繊
維
で
織
っ
た
織
物
。「
匹
」
は
、
巻
い

た
布
を
数
え
る
助
数
詞
で
あ
る
。
他
に
「
反
・
段
・
端
・
疋
」
な
ど
が
あ
る
（『
日
本
大
百

科
全
書
』「
反
物
」
小
学
館
・
一
九
八
四
年 

参
照
）
が
、「
む
ら
」
と
訓
む
と
き
に
は
、「
匹
・

疋
・
段
」
な
ど
の
字
を
あ
て
る
。
本
稿
で
は
、
古
辞
書
の
記
述
に
基
づ
い
て
「
匹
」
の
字

を
用
い
た
。

補
説
３

《
九
五
丁
オ
４
》

《
九
二
丁
オ
４
》

《
九
二
丁
オ
８
》

『
色
葉
字
類
抄　

黒
川
本
』（
風
間
書
房
・
一
九
六
四
年
）

『
類
聚
名
義
抄　

観
智
院
本
』
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●
８
喜よ
ろ
こび　

　
『
宇
治
』
同
文
、『
今
昔
』「
喜
シ
サ
」。
本
集
で
の
名
詞
「
喜
び
」
は
他
に
２

例
（
６６
オ
２
・
７４
オ
６
）
で
、
い
ず
れ
も
「
お
礼
」
と
い
う
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。

『
今
昔
』
は
「
喜
（
う
れ
）
シ
サ
」
な
の
で
、
柑
子
を
も
ら
っ
た
主
人
の
嬉
し
さ
と
な
る
。

●
９
か
ゝ（
か
）る
旅た
び

に
て
は
、
嬉う
れ

し
と
思
ふ
ば
か
り
の
事
は
、
い
か
ゞ（
が
）は
せ
む
ず
る
。　
　
『
宇

治
』「
か
ゝ
る
旅
の
道
に
て
は
、
う
れ
し
と
お
も
ふ
斗
の
事
は
い
か
ゞ
せ
ん
」、『
今
昔
』

「
此
ル
旅
ニ
テ
ハ
何
ニ
カ
ハ
セ
ム
ト
為
ル
」。
九
四
丁
オ
９
～
１０
行
目
の
「
こ
の
男
の
嬉
し

と
思
ふ
ば
か
り
の
事
は
、
か
ゝ
る
旅
に
て
は
い
か
ゞ
せ
ん
ず
る
」
と
ほ
ぼ
同
じ
表
現
が
繰

り
返
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
こ
こ
で
も
「
嬉
し
と
思
ふ
」
の
主
語
は
「
こ
の
男
」
と

し
た
。
こ
の
柑
子
に
関
す
る
話
は
『
今
昔
』
よ
り
も
長
く
な
っ
て
お
り
、『
今
昔
』
に
は

な
い
繰
り
返
し
が
生
じ
て
い
る
。「
い
か
ゞ
は
せ
む
ず
る
」
は
、
諸
注
釈
同
様
反
語
と
と

る
。

↓   

●
１０
こ
れ
は
た
ゞ（
だ
）心
ざ
し
の
初は
じ

め
を
見み

す
る
也
」　　
『
宇
治
』
同
文
、『
今
昔
』「
只
此
ハ
志

ノ
初
メ
許
ヲ
見
ス
ル
也
」。「
心
ざ
し
」
は
、
こ
の
後
で
布
三
匹
を
与
え
る
展
開
を
考
え
れ

ば
、「
お
礼
の
気
持
」
と
い
う
意
味
に
と
る
の
が
妥
当
と
思
わ
れ
る
。
女
房
の
青
侍
に
対

す
る
感
謝
が
並
々
で
な
い
の
は
、
前
項
に
指
摘
し
た
繰
り
返
し
か
ら
も
分
か
る
の
で
、
そ

の
手
始
め
と
し
て
布
三
匹
を
渡
す
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。　

【
九
五
丁
ウ
】

●
１
「
亰
の
お
は
し

所
ま
し

は
、
そ
こ
〳（
そ
こ
）〵
に
な
ん
を【
お
】は
し
ま
す
。　
　
『
宇
治
』「
京
の
お
は

し
ま
し
所
は
、
そ
こ
〳
〵
に
な
ん
」、『
今
昔
』「
京
ニ
ハ
其
〻
ニ
ナ
ム
有
ル
」。『
今
昔
』

は
主
人
の
言
葉
と
し
て
自
然
な
表
現
だ
が
、
本
集
・『
宇
治
』
の
「
お
は
し
ま
し
所
」、
本

集
の
「
を
は
し
ま
す
」
は
話
し
手
の
自
尊
敬
語
と
と
ら
れ
る
表
現
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ

の
女
房
の
身
分
が
そ
れ
ほ
ど
高
貴
な
の
か
と
考
え
る
と
不
自
然
な
印
象
を
受
け
る
。
女
房

が
青
侍
に
直
接
言
葉
を
か
け
た
の
で
な
く
、
供
人
が
取
り
次
い
だ
の
で
あ
り
、
供
人
の
敬

意
を
反
映
し
て
い
る
と
考
え
る
し
か
な
い
が
、
そ
れ
で
も
一
続
き
の
会
話
と
し
て
は
無
理

の
あ
る
表
現
と
な
っ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
前
半
を
女
房
の
言
葉
、
後
半
を
供
人
の
言
葉
と

し
た
。『
新
間
論
文
』
で
も
同
様
に
解
釈
し
て
い
る
。　

●
２
こ
の
柑か
う

子じ

の 
 

物

か
は
り
の

は
、
賜た

ば
ん
ず
る
ぞ
」　　
『
宇
治
』「
此
柑
子
の
喜
を
ば
せ
ん
ず
る

ぞ
」、『
今
昔
』
該
当
箇
所
な
し
。「
賜
ぶ
」
は
既
出
（
前
出
『
古
本
説
話
集 

全
注
釈
』（
第
五

八
）
其
の
一
・
Ｐ
20 

参
照
）。
四
段
動
詞
「
賜
ぶ
」
の
本
集
で
の
用
例
は
１１
例
、
未
然
形
で

の
用
例
は
こ
の
箇
所
の
み
。
話
し
手
の
供
人
が
主
の
女
房
へ
の
高
い
敬
意
を
示
す
表
現
と

な
っ
て
い
る
。

↓  

●
３
布ぬ
の

三
匹む
ら

を
取と

ら
せ
た
れ
ば
、　　
『
宇
治
』「
布
三
匹
取
ら
せ
た
れ
ば
」
で
、
ほ
ぼ
同
文
。

『
今
昔
』
に
は
該
当
本
文
は
な
い
が
、
先
に
「
主
人
此
ノ
男
ニ
云
ク
、
清
キ
布
ヲ
三
段
取

出
シ
テ
給
テ
云
ク
」
と
あ
る
。「
取
ら
す
」
は
既
出
（
９２
オ
２
）。

●
４
「
藁わ
ら

筋す
ぢ

一ひ
と

つ
が
布ぬ
の

三み

匹む
ら

に
な
り
ぬ
る
こ
と
」　　
『
宇
治
』「
藁
筋
一
筋
が
、
布
三
匹
に

な
り
ぬ
る
事
」、『
今
昔
』「
藁
筋
一
ツ
ガ
布
三
段
ニ
成
ヌ
ル
事
、
此
レ
観
音
ノ
御
助
也
ケ

リ
」。
文
末
の
「
こ
と
」
に
つ
い
て
は
既
出
（
９２
オ
４
）。『
今
昔
』
に
は
「
此
レ
観
音
ノ
御

助
也
ケ
リ
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
が
、
本
集
や
『
宇
治
』
に
は
な
い
。
た
だ
本
集
や
『
宇

治
』
で
は
先
に
観
音
の
お
恵
み
を
期
待
す
る
と
い
う
『
今
昔
』
に
は
な
い
青
侍
の
心
内
文

（
９５
オ
４
～
６
）
が
あ
り
、
観
音
の
助
け
で
あ
る
こ
と
を
間
接
的
に
表
し
て
い
る
。

●
５
脇わ
き

に
挟は
さ

み
て
罷ま
か

る
ほ
ど
に
、　　
『
宇
治
』
同
文
、『
今
昔
』
は
青
侍
の
心
内
文
の
前
に

「
男
布
三
段
ヲ
取
テ
脇
ニ
挟
ム
デ
」
と
あ
り
、
そ
の
後
で
「
心
ノ
内
ニ
喜
テ
行
ク
程
ニ
」

と
な
っ
て
い
る
。「
脇
に
挟
む
」
は
、
本
集
で
は
他
に
第
四
〇
話
に
「
か
み
、
い
み
じ
く

ほ
め
て
、
き
た
り
け
る
き
ぬ
を
ぬ
ぎ
て
、
と
ら
す
。
北
方
も
あ
は
れ
が
り
て
、
う
す
い
ろ

の
き
ぬ
の
、
い
み
じ
う
か
う
ば
し
き
を
、
と
ら
せ
た
り
け
れ
ば
、
二
な
が
ら
と
り
て
、
か

い
わ
ぐ
み
て
、
わ
き
に
は
さ
み
て
、
た
ち
さ
り
ぬ
（
５４
ウ
５
）」
と
い
う
例
が
あ
る
。
貧
し

い
侍
が
詠
ん
だ
和
歌
を
越
前
守
と
北
の
方
が
褒
め
て
衣
を
与
え
た
場
面
で
あ
る
。
両
例
と

も
、
身
分
の
高
い
人
か
ら
褒
美
の
品
を
い
た
だ
い
た
人
（
青
侍
・
貧
し
い
侍
）
は
、
そ
の
布

帛
を
脇
に
挟
む
。『
新
大
系
』
の
注
で
は
「
巻
い
た
布
帛
な
ど
の
被
け
物
を
受
取
っ
た
場

合
の
あ
つ
か
い
方
。
当
時
の
風
習
、
作
法
。
脇
差
、
腰
挿
な
ど
と
も
呼
ば
れ
る
」
と
す
る
。

補
説
１
・
３

補
説
１
・
３

『
類
聚
名
義
抄　

観
智
院
本
』
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●
５
そ
の
日
は
暮く

れ
に
け
り
。　
　
『
宇
治
』
同
文
、『
今
昔
』「
其
ノ
日
暮
ヌ
レ
バ
」。
夢
で

観
音
の
使
者
の
お
告
げ
を
受
け
た
青
侍
は
、
朝
方
、
長
谷
寺
を
出
る
と
き
に
拾
っ
た
藁
筋

一
本
に
虻
を
く
く
り
つ
け
、
そ
れ
を
若
君
に
渡
し
て
大
柑
子
三
個
を
手
に
入
れ
、
大
柑
子

を
喉
の
渇
き
に
苦
し
む
女
房
に
渡
し
た
こ
と
で
布
三
匹
を
受
け
取
り
、
そ
の
長
い
一
日
が

終
わ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
「
大
柑
子
」
と
水
に
つ
い
て

　

大
柑
子
は
、『
日
国
』
に
は
「
大
き
い
柑
子
。
現
在
の
夏
み
か
ん
」
と
あ
る
が
、
実
際
に

ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
日
本
の
柑
橘
類
の
最
古
の
記
述
と
し

て
は
、『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』
に
田
道
間
守
が
垂
仁
天
皇
の
命
で
常
世
国
か
ら
非

と
き
じ
く
の
か
く
の
み

時
香
菓

を
持
ち
帰
っ
た
と
あ
り
、
記
紀
は
そ
れ
を
「
橘
」
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、『
カ
ン
キ
ツ
総

論
』（
第
一
章　

カ
ン
キ
ツ
の
歴
史
・
Ｐ
15
～
20
・
岩
堀
修
一
他
編
・
養
賢
堂
・
一
九
九
九
年
）
に
よ
れ

ば
、「
橘
」
は
日
本
在
来
の
野
生
種
で
あ
る
か
ら
、
遠
い
常
世
国
か
ら
取
り
寄
せ
る
は
ず
は

な
く
、
日
本
に
古
い
時
代
に
導
入
さ
れ
た
コ
ミ
カ
ン
（
紀
州
コ
ミ
カ
ン
）
と
す
る
説
と
ダ
イ
ダ

イ
と
す
る
説
と
が
あ
る
。『
続
日
本
紀
』
の
聖
武
天
皇
・
神
亀
二
年
十
一
月
十
日
の
条
に
は

次
の
記
述
が
あ
る
。

　
　

中
務
少
丞
従
六
位
上
佐
味
朝
臣
虫
麻
呂
、典
鋳
正
六
位
上
播
磨
直
弟
兄
並
授
従
五
位
下
。

弟
兄
、
初
齎
甘
子
、
従
唐
国
来
。
虫
麻
呂
先
殖
其
種
結
子
。
故
有
此
授
焉
。

�

（「
新
大
系
二
」
Ｐ
１６２
）

　

こ
こ
で
の
「
甘
子
」
は
「
柑
子
」
の
こ
と
で
あ
る
。
遣
唐
使
播
磨
直
弟
兄
が
唐
か
ら
種
を

持
ち
帰
り
、
そ
れ
を
佐
味
朝
臣
虫
麻
呂
が
長
年
栽
培
し
て
実
を
得
た
こ
と
で
、
二
人
と
も
位

を
授
け
ら
れ
た
。
い
か
に
「
甘
子
」
が
当
時
貴
重
だ
っ
た
か
が
わ
か
る
。「
柑
子
」
に
つ
い

て
、
前
掲
『
カ
ン
キ
ツ
総
論
』
は
「
柑
子
（
コ
ウ
ジ
）
は
在
来
の
タ
チ
バ
ナ
と
渡
来
し
た
ミ

カ
ン
類
と
の
雑
種
と
み
な
さ
れ
、
８
～
９
世
紀
に
は
す
で
に
発
生
し
地
域
的
に
広
が
っ
て
い

た
（
Ｐ
１７
）」
と
述
べ
て
い
る
。

　

平
安
時
代
に
な
る
と
、『
大
鏡
』「
太
政
大
臣
伊
尹
」
に
斎
院
の
行
列
見
物
に
出
た
花
山
院

の
逸
話
が
あ
る
。

補
説
１

　
　

ち
ゐ
さ
き
甘
子
を
お
ほ
か
た
の
玉
に
は
つ
ら
ぬ
か
せ
給
て
、
だ
つ
ま
に
は
大
甘
子
を
し

た
る
御
ず
ゞ
、
い
と
な
が
く
御
さ
し
ぬ
き
に
ぐ
し
て
い
だ
さ
せ
た
ま
へ
り
し
は
、
さ
る

み
も
の
や
は
さ
ぶ
ら
ひ
し
な
。�

（「
大
系
」
Ｐ
２５０
）

　

賀
茂
祭
の
翌
日
、
花
山
院
は
「
ち
ゐ
さ
き
甘
子
」
を
普
通
の
玉
と
し
て
紐
に
通
し
、「
大

甘
子
」
を
達だ

つ

摩ま

（
と
め
に
す
る
大
玉
）
に
し
た
数
珠
を
、
た
い
そ
う
長
く
指
貫
と
と
も
に
車
の

御
簾
の
外
に
出
し
た
。「
さ
る
み
も
の
や
は
さ
ぶ
ら
ひ
し
な
」
と
語
り
手
が
言
う
ほ
ど
人
々

の
目
を
引
い
た
ら
し
い
。
こ
こ
で
の
「
大
甘
子
」
は
現
在
の
夏
ミ
カ
ン
に
あ
た
る
も
の
だ
ろ

う
。
た
だ
し
、
現
在
の
夏
ミ
カ
ン
が
普
及
し
た
の
は
明
治
以
後
で
あ
る
か
ら
、
実
の
熟
す
時

期
は
同
じ
だ
ろ
う
が
、「
大
甘
子
」
は
夏
ミ
カ
ン
と
は
別
の
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
『
今
鏡
』「
藤
波
の
上
」
に
は
小
野
の
里
に
籠
も
っ
て
い
た
皇
太
后
宮
（
歓
子
）
が
雪

見
の
御
幸
の
折
、
白
河
院
を
も
て
な
し
た
話
が
あ
る
。

　
　

汗
衫
著
た
る
わ
ら
は
二
人
、
一
人
は
白
銀
の
銚
子
に
、
御
酒
入
れ
て
も
て
参
り
、
い
ま

一
人
は
白
銀
の
折
敷
に
、
黄
金
の
御
坏
据
ゑ
て
大
柑
子
御
さ
か
な
に
て
、
出
だ
し
給
へ

り
け
れ
ば
、
御
と
も
の
殿
上
人
と
り
て
参
り
て
、
い
と
め
づ
ら
し
き
御
用
意
に
侍
り
け

り
。�

（「
日
本
古
典
全
書
」
Ｐ
１７８
）

　

白
銀
の
折
敷
に
黄
金
の
坏
と
と
も
に
大
柑
子
を
添
え
た
の
だ
と
す
る
と
、
大
き
さ
は
今
の

夏
ミ
カ
ン
ぐ
ら
い
か
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
は
季
節
が
冬
な
の
で
、
大
柑
子
は
柑

子
（
今
の
コ
ウ
ジ
ミ
カ
ン
か
コ
ミ
カ
ン
に
あ
た
る
も
の
か
）
の
大
き
な
も
の
だ
ろ
う
。

　

同
じ
大
柑
子
で
も
『
大
鏡
』
と
『
今
鏡
』
と
で
は
別
の
物
の
よ
う
だ
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ

花
山
院
が
数
珠
代
わ
り
に
使
い
、
皇
太
后
宮
が
白
河
院
の
も
て
な
し
に
使
う
の
だ
か
ら
、
古

代
の
貴
族
社
会
で
は
大
柑
子
は
身
近
に
あ
っ
て
、
そ
れ
な
り
に
価
値
の
あ
る
も
の
だ
っ
た
と

思
わ
れ
る
。
本
話
の
場
合
、
虻
が
飛
び
ま
わ
る
季
節
な
の
で
、
青
侍
が
も
ら
っ
た
大
柑
子
は

花
山
院
が
使
っ
た
も
の
に
近
く
、
藁
に
結
ん
だ
虻
の
お
礼
に
大
柑
子
三
つ
を
香
を
た
き
し
め

た
陸
奥
国
紙
に
包
ん
で
与
え
た
こ
と
か
ら
す
る
と
、
女
車
の
主
は
相
応
の
身
分
と
財
の
あ
る

人
だ
と
思
わ
れ
る
。
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と
こ
ろ
で
、
青
侍
が
こ
の
大
柑
子
を
得
て
か
ら
布
三
匹
を
得
る
ま
で
の

記
述
が
、
本
集
と
『
宇
治
』
で
は
『
今
昔
』
に
比
べ
て
長
い
。
そ
の
差
を

本
集
と
『
今
昔
』
と
の
文
字
数
の
差
で
示
し
た
の
が
、【
資
料
１
】
で
あ

る
。
話
の
展
開
ご
と
の
文
字
数
の
比
率
を
見
る
と
、
青
侍
が
〈
大
柑
子
を

布
に
替
え
る
〉
部
分
で
、
本
集
が

３０．９
％
で
あ
る
の
に
対
し
て
『
今
昔
』
が

２３．８
％
と
違
い
が
目
立
つ
。
具
体
的
に
は
、【
資
料
２
】
に
あ
る
よ
う
に
、

旅
籠
馬
、
皮
籠
馬
に
つ
い
て
の
記
述
、
青
侍
の
会
話
文
・
心
内
文
、
供
人

の
会
話
文
、
女
房
の
会
話
文
な
ど
で
、
本
集
の
記
述
量
が
増
え
て
い
る
。

そ
の
た
め
供
人
の
言
葉
と
女
房
の
言
葉
と
で
同
じ
こ
と
を
繰
り
返
し
た
り
、

女
房
自
身
が
同
じ
こ
と
を
繰
り
返
し
た
り
し
て
い
る
。
ま
た
、
本
集
で
は
青
侍
に
食
事
を
与

え
た
り
布
三
匹
を
与
え
た
り
す
る
際
に
、
供
人
が
介
在
す
る
こ
と
が
『
今
昔
』
よ
り
多
く
、

女
房
が
高
貴
な
身
分
で
あ
る
よ
う
な
印
象
を
与
え
て
い
る
。
さ
ら
に
本
集
で
は
、〈
大
柑
子

を
布
に
替
え
る
〉
部
分
で
「
水
」
が
１５
回
繰
り
返
さ
れ
て
お
り
、『
今
昔
』
６
回
の
倍
以
上

と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
『
今
昔
』
本
文
と
の
違
い
に
は
何
か
意
味
が
あ
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

　

長
谷
観
音
は
今
も
左
手
に
水
瓶
を
持
っ
て
お
ら
れ
る
。
長
谷
寺
の
観
音
に
つ
い
て
梅
原
猛

は
「
十
一
面
観
音
信
仰
は
特
に
日
本
で
盛
ん
に
な
っ
た
が
、
そ
れ
は
や
は
り
十
一
面
観
音
が

稲
作
農
業
に
必
要
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
水
の
仏
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
と
思
う
。
水
の
仏
の
信

仰
は
、
泰
澄
の
白
山
信
仰
に
お
い
て
明
ら
か
で
あ
る
が
、
長
谷
寺
は
飛
鳥
川
な
ど
の
水
源
の

地
で
あ
り
、
長
谷
の
十
一
面
観
音
も
水
の
仏
と
い
う
性
格
を
備
え
て
い
る
」（『
新
版 

古
寺
巡

礼 

奈
良
２ 

長
谷
寺
』「
聖
な
る
も
の
俗
な
る
も
の
」
Ｐ
13
・
淡
交
社
・
二
〇
一
〇
年
）
と
述
べ
て
い
る
。

ま
た
、
長
谷
寺
の
あ
る
初
瀬
の
地
に
つ
い
て
、
逵
日
出
典
は
『
長
谷
寺
史
の
研
究
』（
第
二

章
「
泊
瀬
の
上
の
山
寺
」
考
・
巌
南
堂
書
店
・
一
九
七
九
年
）
で
、
三
方
を
山
で
囲
ま
れ
た
初
瀬
川

沿
い
の
山
峡
の
地
で
あ
り
、
初
瀬
川
上
流
に
滝
蔵
神
、
初
瀬
の
東
口
に
山
口
神
が
鎮
座
し
て

お
り
、
こ
れ
ら
の
神
は
水
神
信
仰
・
竜
神
信
仰
・
雷
神
信
仰
な
ど
の
主
と
し
て
地
域
の
人
々

の
厚
い
信
仰
を
得
て
い
た
と
述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
『
長
谷
寺
験
記
』
上
巻
第
三
話
に
は
、

蓮れ
ん

華げ

大お
お

会え

の
始
ま
り
に
関
し
て
、
開
山
徳
道
上
人
の
次
の
よ
う
な
逸
話
が
あ
る
。

　
　

往
古
ヨ
リ
瑞
池
ノ
上
ハ
谷
ニ
満
テ
又
紫
雲
有
リ
徳
道
上
人
恠
テ
ヨ
ク
〳
〵
見
レ
ハ
二
天

各
天
花
ヲ
以
テ
件
ノ
池
ニ
洗
テ
金
甁
ニ
池
水
ヲ
結
ヒ
蓮
花
峯
ノ
紫
雲
ニ
返
リ
入
テ
諸
人

ト
共
ニ
観
音
堂
ノ
前
ニ
行
テ
音
楽
ヲ
奏
シ
蓮
花
ヲ
散
シ
水
灑
テ
大
聖
ヲ
供
養
ス
ル
事
良

久
如
此
ス
ル
事
毎
年
六
月
十
八
日
也

�

（『
長
谷
寺
験
記
』
Ｐ
23
・
新
典
社
善
本
叢
書
２
・
新
典
社
・
一
九
七
八
年
）

　

こ
の
よ
う
に
水
と
縁
の
深
い
長
谷
寺
に
関
わ
る
本
話
で
、「
水
」
が
何
度
も
繰
り
返
さ
れ

る
の
は
無
意
味
な
こ
と
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
青
侍
は
水
に
代
わ
る
大
柑
子
三
つ
を
差
し

出
す
こ
と
で
、
布
三
匹
と
い
う
よ
い
報
い
を
受
け
た
の
で
あ
る
。

　
「
致
富
譚
」
の
類
型
と
し
て
の
物
々
交
換
説
話
は
ア
ジ
ア
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
も
類
話
が
見

ら
れ
、
韓
国
に
も
同
種
の
民
話
が
あ
る
（
金
成
根
「『
物
々
交
換
説
話
』
管
見
―
―
『
粟
一
粒
』・

『
藁
し
べ
長
者
』
に
関
す
る
覚
え
書
き
―
―
」
長
崎
純
心
大
学
大
学
院
編
「
人
間
文
化
研
究
」
第
19
号
・

二
○
二
一
年
二
月 

参
照
）。
本
話
は
い
わ
ゆ
る
「
藁
し
べ
長
者
」
の
話
で
あ
り
、
藁
を
果
物
、

布
、
馬
、
田
畑
と
替
え
る
「
観
音
祈
願
型
」
と
言
わ
れ
る
類
型
に
属
す
る
（
前
出
「『
古
本
説

話
集
』
研
究
上
の
諸
問
題
（
二
）」
Ｐ
82
～
84 

参
照
）。
そ
の
点
で
本
話
と
『
今
昔
』
と
の
間
に
構

造
の
違
い
は
な
い
。
し
か
し
本
話
で
は
、
女
房
の
喉
の
渇
き
や
水
の
大
事
さ
が
、
表
現
の
繰

り
返
し
に
よ
っ
て
『
今
昔
』
よ
り
も
強
調
さ
れ
て
お
り
、
大
柑
子
三
つ
を
差
し
出
し
た
青
侍

に
女
房
が
並
々
な
ら
ぬ
感
謝
を
示
し
た
こ
と
も
納
得
し
や
す
く
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
青

侍
が
大
柑
子
三
つ
を
差
し
出
し
た
の
は
、
対
価
を
想
定
し
た
物
々
交
換
で
は
な
い
。
喉
の
渇

き
に
苦
し
む
女
房
に
同
情
し
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
も
そ
の
大
柑
子
は
、「
佛
の
賜
び
た
る

物
」
で
あ
る
藁
に
結
ん
だ
虻
を
ち
ご
の
求
め
に
応
じ
て
差
し
出
し
た
こ
と
で
得
た
も
の
で
あ

る
。

　

水
に
縁
の
深
い
長
谷
寺
に
参
詣
し
よ
う
と
す
る
女
房
が
、
喉
の
渇
き
に
苦
し
ん
で
水
を
欲

し
が
り
、
青
侍
が
自
分
の
財
の
す
べ
て
で
あ
る
大
柑
子
三
つ
を
水
の
代
わ
り
に
差
し
出
す
と

『
天
治
本　

新
撰
字
鏡
（
増
訂
版
）』
『
類
聚
名
義
抄　

観
智
院
本
』

『邦訳　日葡辞書』
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い
う
布
施
の
ご
と
き
行
い
を
し
、
そ
の
報
い
と
し
て
布
三
匹
と
い
う
さ
ら
に
価
値
あ
る
物
を

与
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
類
型
的
な
致
富
譚
を
長
谷
観
音
の
霊
験
譚
と
し
て
印
象
づ
け
よ
う

と
し
て
、
本
話
に
お
い
て
は
青
侍
が
〈
大
柑
子
を
布
に
替
え
る
〉
部
分
を
詳
し
く
し
た
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

ま
た
、
青
侍
が
ち
ご
に
所
望
さ
れ
て
藁
で
く
く
っ
た
虻
を
差
し
出
し
て
女
車
の
主
（
女
性
）

か
ら
大
柑
子
三
つ
を
与
え
ら
れ
、
女
房
に
そ
の
大
柑
子
を
差
し
出
し
て
布
三
匹
を
与
え
ら
れ

る
と
い
う
展
開
に
も
意
味
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

観
音
が
女
の
身
と
な
っ
て
霊
験
を
現
す
の
は
、
本
集
の
第
四
八
話
、
五
四
話
の
観
音
霊
験

譚
に
見
ら
れ
、
観
音
が
童
子
の
姿
で
お
告
げ
を
し
た
り
霊
験
を
現
し
た
り
す
る
話
は
、
管
見

に
よ
れ
ば
『
長
谷
寺
験
記
』
全
５２
話
中
１４
話
あ
る
。
本
話
は
観
音
の
化
身
が
出
現
し
な
い
類

型
の
話
で
あ
り
、
す
で
に
『
今
昔
』（「
新
大
系
三
」）
巻
十
六
の
解
説
（
Ｐ
466
）
に
指
摘
が
あ
る
。

し
か
し
、
青
侍
が
長
谷
寺
を
出
て
藁
を
拾
っ
て
虻
を
結
び
、
女
車
に
乗
っ
た
ち
ご
に
出
会
っ

て
虻
を
大
柑
子
三
つ
に
替
え
、
さ
ら
に
水
を
欲
し
が
る
女
房
に
出
会
っ
て
大
柑
子
三
つ
を
布

三
匹
に
替
え
る
と
い
う
き
わ
め
て
都
合
の
い
い
展
開
が
、
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
ら
れ
、
長
谷

観
音
の
霊
験
譚
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
き
た
。
そ
れ
は
、
話
の
語
り
手
や
書
き
手
が
背
景
と
し

て
い
た
「
長
谷
観
音
的
世
界
」
と
も
い
え
る
認
識
が
、
聞
き
手
や
読
み
手
に
も
あ
ら
か
じ
め

共
有
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

長
谷
寺
は
古
く
か
ら
多
く
の
貴
賤
の
人
々
の
信
仰
を
集
め
て
い
た
と
は
い
え
、
都
周
辺
の

清
水
寺
や
石
山
寺
に
比
べ
る
と
は
る
か
に
遠
く
、
容
易
な
こ
と
で
は
赴
け
な
い
。
本
話
に
は
、

霊
験
あ
ら
た
か
な
十
一
面
観
音
の
お
わ
し
ま
す
長
谷
寺
に
人
々
の
関
心
を
向
け
、
そ
こ
に
行

こ
う
と
い
う
気
に
さ
せ
る
要
素
が
備
わ
っ
て
い
る
。
長
谷
観
音
の
霊
験
を
語
る
聖
た
ち
が
そ

の
よ
う
に
話
を
膨
ら
ま
せ
や
す
か
っ
た
と
考
え
て
み
る
の
は
興
味
深
い
こ
と
で
あ
る
。

【資料 1】『古本説話集』と『今昔物語集』の文字数比較

（表の見方）
・『古本』は『総索引』本文、『今昔』は「新大系」本文の字数を数えた。
・句読点、「　」は字数に含まない。繰り返し記号は一字で数えた。 
・『古本』で『総索引』編者が漢字をあてている箇所は元のかなを数えた。 
・『古本』の補入箇所は本文として数えた。 
・『今昔』で漢字に付してある読みがなは字数に含めていない。
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【
資
料
2
】『
今
昔
』
に
な
い
記
述
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「
徒か

歩ち

よ
り
参
る
女
房
」
に
つ
い
て

　

本
話
九
二
丁
ウ
２
に
は
、「
侍
な
ど
あ
ま
た
具
し
て
、
徒
歩
よ
り
参
る
女
房
」
と
あ
る
が
、

『
今
昔
』
で
は
「
侍
ナ
ド
具
シ
テ
、
歩
ヨ
リ
長
谷
ヘ
参
ル
有
リ
」
と
あ
り
、
本
集
に
は
「
長

谷
ヘ
」
と
い
う
語
句
が
記
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
場
面
は
、
青
侍
が
長
谷
寺
に
三
七
日
（
二

一
日
間
）
参
籠
し
て
夢
告
を
得
た
朝
、
寺
を
出
て
帰
る
途
中
の
で
き
ご
と
で
あ
る
。
二
日
目

の
夜
は
、「
う
ぢ
わ
た
り
（
９７
ウ
１０
）」
で
宿
泊
し
た
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
青
侍
が

通
っ
た
の
は
平
安
時
代
か
ら
院
政
期
に
か
け
て
盛
行
し
た
「
長
谷
詣
で
（
長
谷
参
り
）」
の
京

か
ら
の
一
般
的
な
道
筋
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
「
ゆ
え
（
ゑ
）
あ
る
」
と
見

え
る
女
房
は
京
か
ら
長
谷
参
り
の
道
中
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
こ
こ
で
わ
ざ
わ
ざ
「
徒
歩
よ

り
」
と
記
す
の
は
意
味
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

本
集
に
は
、「
女
房
」
１７
例
・「
女
房
ど
も
」
３
例
、
計
２０
例
あ
る
。『
日
国
』「
女
房
」
の

【
補
注
】
に
は
、「『
に
ょ
う
ぼ
う
』
か
ら
変
化
し
た
語
に
、『
に
ょ
う
ぼ
』
が
あ
る
。
ま
た
、

『
ね
う
ば
う
』『
に
う
ば
う
（
に
う
ぼ
う
）』
と
表
記
さ
れ
た
も
の
も
見
ら
れ
、
そ
れ
は
一
般
に

補
説
２

は
『
に
ょ
う
ぼ
う
』
と
読
ま
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
」
と
あ
る
。
本
集
で
は
、
２０
例

す
べ
て
が
漢
字
表
記
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、「
宮
中
・
院
・
宮
・
一
般
の
貴
族
の
家

な
ど
に
仕
え
る
女
性
」
の
意
は
１１
例
（
上
巻
９
例
・
下
巻
２
例
）、
本
例
と
同
じ
よ
う
に
「
身

分
あ
る
女
性
」
も
し
く
は
「
一
般
女
性
」
の
意
は
９
例
（
上
巻
目
録
１
例
・
下
巻
８
例
）
で
あ
る
。

　
「
長
谷
詣
で
」
に
つ
い
て
は
、『
長
谷
寺
史
の
研
究
』
第
五
章
「『
長
谷
詣
で
』
考
―
―
そ

の
実
態
と
変
遷
―
―
」
に
詳
述
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
る
と
「
重
要
な
祈
願
に
は
、
徒
歩

で
行
く
と
い
う
考
え
方
（
あ
る
い
は
信
仰
）
が
あ
り
、
そ
れ
を
実
行
し
て
い
る
（
Ｐ
137
）」

と
述
べ
て
い
る
。
同
書
が
挙
げ
て
い
る
裏
付
け
の
史
実
、
小
野
右
大
臣
藤
原
実
資
『
小
右

記
』
の
正
暦
元
（
９９０
）
年
九
月
の
記
事
の
一
部
を
紹
介
す
る
。

　
　

六
日
、
戊
寅
、
寅
時
許
歩
行
自
望
忠
宅
参
長
谷
寺
、
於
途
中
遇
雨
、

　
　

八
日
、
庚
辰
、
寅
剋
許
従
此
寺
歩
行
参
長
谷
寺
、
於
途
中
朝
食
、
午
後
至
椿
市
、

　

ま
た
、『
源
氏
物
語
』
玉
鬘
巻
に
は
、
母
夕
顔
を
探
す
た
め
に
筑
紫
か
ら
上
京
し
た
玉
鬘

一
行
が
、
霊
験
あ
ら
た
か
と
評
判
の
高
い
長
谷
寺
を
目
指
す
場
面
が
描
か
れ
る
。

　
　

殊
更
に
か
ち
よ
り
と
さ
だ
め
た
り
。な
ら
は
ぬ
心
ち
に
い
と
わ
び
し
く
く
る
し
け
れ
ど
、

人
の
い
ふ
ま
ゝ
に
も
の
も
お
ぼ
え
で
あ
ゆ
み
給
。　

…
中
略
…　

か
ら
う
し
て
つ
ば
い

ち
と
い
ふ
所
に
、
四
日
と
い
ふ
み
の
と
き
ば
か
り
に
、
い
け
る
心
ち
も
せ
で
い
き
つ
き

給
へ
り
。�

（「
新
大
系
二
」
Ｐ
３４５
）

　

同
じ
頃
、
玉
鬘
を
探
す
夕
顔
の
乳
母
子
右
近
一
行
も
長
谷
詣
で
を
し
て
い
た
。

　
　

こ
れ
も
か
ち
よ
り
な
め
り
。
よ
ろ
し
き
女
ふ
た
り
、
し
も
人
ど
も
ぞ
、
お
と
こ
女
、
か

ず
お
ほ
か
む
め
る
。　

…
中
略
…　

と
し
月
に
そ
へ
て
、
は
し
た
な
き
ま
じ
ら
ひ
の
つ

き
な
く
な
り
行
身
を
思
ひ
な
や
み
て
、
こ
の
み
寺
に
な
む
た
び
〳
〵
ま
う
で
け
る
。

�

（「
新
大
系
二
」
Ｐ
３４６
）

　

玉
鬘
も
右
近
も
、
徒
歩
で
長
谷
寺
を
目
指
す
。
京
都
か
ら
長
谷
寺
ま
で
約
７２
㎞
、
宇
治
・

木
津
・
奈
良
・
椿
市
を
経
由
し
た
。
牛
車
で
三
日
は
か
か
る
行
程
で
あ
る
。
身
分
あ
る
女
性

が
わ
ざ
わ
ざ
歩
い
て
参
詣
す
る
の
は
大
変
な
難
行
で
あ
っ
た
。
本
話
に
お
い
て
も
、
供
を
大

勢
引
き
連
れ
た
「
徒
歩
よ
り
参
る
女
房
」
は
、
重
要
な
願
い
事
を
抱
え
た
大
切
な
参
詣
の
途

次
で
あ
り
、「
徒
歩
よ
り
」
は
信
心
の
誠
を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

賀茂御祖神社

京
都

賀

横川

比叡山

琵
琶
湖

賀
茂
留
神
社

九
条

鳥
羽

長
谷
寺

宇治

木津

奈良

桂

木

鳴

初

津
川

宇
治川

瀬
川

滝

茂
川

川

椿
市

《
京
都
・
宇
治
・
木
津
・
奈
良
・
椿
市
・
長
谷
寺
》

�

（
前
出
『
古
本
説
話
集 

全
注
釈
』（
第
五
八
）
其
の
一
・
Ｐ
10 

参
照
）
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「
む
ず
」
に
つ
い
て

　

助
動
詞
「
む
ず
」
は
推
量
の
助
動
詞
「
む
」
に
格
助
詞
「
と
」、
サ
変
動
詞
「
す
」
の
付

い
た
「
む
と
す
」
が
変
化
し
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。『
日
国
』「
む
ず
」
の
【
語
誌
】
で
は
、

中
古
中
期
で
は
、
多
く
会
話
文
に
用
い
ら
れ
、
意
味
の
上
で
「
べ
し
」
と
の
類
似
性
も
あ
る

が
、「
む
ず
」
は
私
的
な
判
断
に
基
づ
く
主
観
的
で
情
意
的
な
表
現
に
用
い
ら
れ
る
点
で

「
べ
し
」
と
は
異
な
る
と
す
る
。
中
世
に
な
る
と
盛
ん
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

は
多
く
の
辞
書
の
記
す
と
お
り
で
あ
る
。「
む
ず
」
の
本
集
で
の
用
法
に
つ
い
て
は
「
其
の

一
」（
前
出
『
古
本
説
話
集 

全
注
釈
』（
第
五
八
）
其
の
一
・
Ｐ
14 

参
照
）
の
語
釈
で
既
に
触
れ
て

い
る
が
、
そ
れ
を
詳
述
し
た
の
が
次
頁
の
表
で
あ
る
。

　

本
集
で
の
「
む
ず
」
は
32
例
あ
り
、
会
話
文
19
例
・
心
内
文
９
例
で
、
ほ
と
ん
ど
の
用
例

は
「
む
ず
」
の
基
本
的
用
法
に
即
し
て
い
る
。
上
巻
に
は
第
六
話
の
１
例
の
み
で
あ
る
が
、

前
半
部
分
の
『
和
泉
式
部
日
記
』
に
基
づ
く
箇
所
に
は
な
く
、
後
半
部
分
の
『
後
拾
遺
和
歌

集
』
雑
五
の
詞
書
に
基
づ
く
歌
徳
説
話
の
会
話
文
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。『
和
泉
式
部
日
記
』

に
基
づ
い
て
帥
宮
と
の
や
り
と
り
を
記
し
た
箇
所
で
は
、『
枕
草
子
』
が
若
者
の
物
言
い
と

補
説
３

し
て
非
難
さ
れ
る
べ
き
省
略
形
と
し
た
「
む
ず
」
は
使
用
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
に
対
し
て

『
後
拾
遺
和
歌
集
』
の
詞
書
を
説
話
に
し
た
箇
所
に
、「
む
ず
」
が
和
泉
式
部
の
言
葉
と
し
て

使
わ
れ
て
い
る
の
は
、
本
集
が
書
か
れ
た
時
代
の
言
葉
遣
い
を
反
映
し
て
い
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

　

下
巻
の
３１
例
中
１１
例
が
本
話
に
あ
り
、
３
分
の
１
を
占
め
て
い
る
。
地
の
文
で
の
「
む

ず
」
の
使
用
は
本
集
全
体
で
４
例
だ
が
、
そ
の
う
ち
３
例
が
本
話
に
あ
る
。

　

本
話
と
同
話
で
あ
る
『
宇
治
』
巻
七
ノ
五
で
「
む
ず
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
は
、
本
集

と
共
通
す
る
７
例
の
み
で
あ
る
。
対
照
説
話
と
し
て
あ
げ
た
『
今
昔
』
巻
第
十
六
ノ
二
十
八

で
は
、「
ム
ト
ス
」
と
い
う
表
現
が
基
本
で
、「
ム
ズ
」
は
３
例
、
①
「
昼
ノ
食
物
此
ニ
テ
奉

ラ
ム
ズ
」（
地
の
文
）、
②
「
布
三
段
ガ
此
馬
ニ
成
ム
ズ
ル
ニ
ヤ
」（
青
侍
の
心
内
文
）、
③
「
物

ヘ
行
ム
ズ
ル
様
ニ
出
立
チ
騒
グ
」（
地
の
文
）
と
あ
る
が
、
本
集
や
『
宇
治
』
と
重
な
る
の
は

③
の
用
例
の
み
で
あ
る
。
本
話
以
外
で
も
『
宇
治
』
と
本
集
で
は
「
む
ず
」
の
使
用
に
重
な

り
が
見
ら
れ
る
が
、
本
集
の
用
例
と
『
今
昔
』
が
重
な
る
の
は
２
例
（
98
オ
４
・
101
ウ
２
）
の

み
で
あ
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
集
と
『
宇
治
』
の
本
文
は
同
系
統
で
、『
今
昔
』
と
は
異
な
る
伝

わ
り
方
を
し
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
さ
ら
に
本
話
に
関
し
て
は
、「
む
ず
」
の
使
用
が

『
宇
治
』
よ
り
も
多
く
、
本
集
の
中
で
も
際
立
っ
て
多
い
。
会
話
文
に
用
い
ら
れ
た
「
む
ず
」

が
多
用
さ
れ
、
地
の
文
に
も
見
ら
れ
る
こ
と
は
、
本
話
が
『
宇
治
』
と
共
通
す
る
本
文
を
基

に
し
つ
つ
も
、
伝
播
の
過
程
に
長
谷
観
音
の
霊
験
を
説
く
聖
が
存
在
し
た
こ
と
を
想
像
さ
せ

る
。

『
節
用
集　

伊
京
集
』（
改
訂
新
版
・

影
印
篇
・
勉
誠
出
版
・
二
〇
〇
九
年
）

『
節
用
集　

饅
頭
屋
本
』

『邦訳　日葡辞書』

『年中行事絵巻』巻四「徒歩まいり」
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（
五
四
）



『
古
本
説
話
集
』
の
「
む
ず
」
の
用
例

（
表
の
見
方
）

・
引
用
本
文
は
『
総
索
引
』
に
よ
る
。『
宇
治
』
と
『
今
昔
』
の
本
文
は
新
大
系
に
よ
る
。

・
斜
線
「
／
」
は
同
話
が
な
い
こ
と
を
示
す
。

・
黄
色
の
塗
り
つ
ぶ
し
は
、
第
五
八
話
と
同
話
の
『
宇
治
』『
今
昔
』
に
お
け
る
「
む
ず
」
の
用
例
を
示
す
。

・
緑
色
の
塗
り
つ
ぶ
し
は
、
第
五
八
話
以
外
と
同
話
の
『
宇
治
』『
今
昔
』
に
お
け
る
「
む
ず
」
の
用
例
を
示
す
。

・
文
の
種
類
の
「
会
」
は
会
話
文
、「
心
」
は
心
内
文
、「
地
」
は
地
の
文
を
示
す
。
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五
五
）



�

（
二
〇
二
一
年
十
月
六
日
受
理
）
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（
五
六
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